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ア
メ
リ
カ
の
連
邦
と
州
　
―
そ
の
法
制
度
・
法
と
権
限
関
係
―

二

は
じ
め
に

ア
メ
リ
カ
は
連
邦
国
家
で
あ
る
。
初
め
て
「
ア
メ
リ
カ
法
」
を
勉
強
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
わ
が
国
の
単
一
の
法
制
度
に
馴
染
ん
だ
頭
で
は
、
ア

メ
リ
カ
の
「
連
邦
国
家
」
は
複
雑
で
わ
か
り
難
い
と
い
う
の
が
率
直
な
第
一
印
象
で
あ
る
。
法
制
度
、
法
律
・
判
例
、
権
限
関
係
な
ど
、
至
る
所
に

連
邦
と
州
の
関
係
が
現
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
連
邦
と
州
の
権
限
関
係
の
歴
史
的
展
開
に
焦
点
を
あ
て
て
考
察
し
、
具
体
的
に
典
型
的
な
歴
史

的
な
事
例
を
掲
げ
て
、
連
邦
と
州
の
権
限
関
係
が
ど
の
よ
う
に
交
錯
し
、
調
和
し
な
が
ら
政
策
と
し
て
採
ら
れ
て
き
た
か
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

Ⅰ．

ア
メ
リ
カ
の
独
立
と
連
邦
憲
法

ア
メ
リ
カ
の
連
邦
と
州
の
問
題
の
端
緒
は
、
ア
メ
リ
カ
の
独
立
、
正
確
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
13
の
植
民
地
の
独
立
で
あ
る
。
各
植
民
地
は
、
イ
ギ
リ

ス
が
特
許
状
で
認
め
た
開
発
会
社
的
自
治
植
民
地
ま
た
は
王
・
貴
族
領
的
植
民
地
（C

h
arter,

R
oyal,

P
rop

rietary

）
で
あ
っ
た
。
比
喩
的
に
い

え
ば
、
各
植
民
地
は
イ
ギ
リ
ス
の
下
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
13
の
子
会
社
的
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
親
会
社
的
存
在
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
た

後
で
、
直
ぐ
に
13
の
各
子
会
社
が
統
合
・
合
併
す
る
の
は
難
し
い
。
歴
史
的
に
み
る
と
、
１
７
７
６
年
７
月
４
日
に
独
立
宣
言
を
し
た
後
も
、
ま
だ

独
立
戦
争
は
続
い
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
と
い
う
共
通
の
目
的
に
向
か
っ
て
独
立
戦
争
を
遂
行
し
て
い
る
間
は
同
一
歩
調
が
取
れ
て
も
、

独
立
し
た
13
の
植
民
地
間
の
問
題
と
な
る
と
利
害
が
対
立
す
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
諸
立
法
（
注
１
）に

よ
る
植
民
地
に
対
す
る
規
制
に
反
発
し
て
、
各
植
民
地
が
独
立
に
向
け
て
動
い
て
い
た
頃
の
１
７
７
４
年
の
大
陸
会
議



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
四
二
巻
　
　
第
三
・
四
合
併
号
（
二
〇
一
〇
年
　
三
月
）

の
権
利
宣
言
で
は
「
各
植
民
地
」
と
表
示
し
、
１
７
７
６
年
７
月
４
日
の
独
立
宣
言
で
は
「th

e
T

h
irteen

U
n

ited
S

tates
of

A
m

erica

の
全
員
一

致
の
宣
言
」
と
表
示
し
て
い
る
。
独
立
戦
争
遂
行
の
た
め
に
は
植
民
地
が
共
同
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
１
７
７
７
年
11
月
の
大
陸
会
議

C
on

tin
en

tal
C

on
gress

に
お
い
て
連
合
規
約T

h
e

A
rticles

of
C

on
fed

eration

を
採
択
し
て
、
中
央
組
織
で
あ
る
連
合
議
会
を
設
置
し
、
対
英

独
立
戦
争
の
遂
行
に
当
た
る
こ
と
に
し
た
が
、
そ
の
連
合
に
は
課
税
権
や
通
商
規
制
権
は
な
く
、
連
合
規
約
が
各
邦
（
州
）
の
批
准
を
得
て
発
効
し

た
１
７
８
１
年
に
は
独
立
戦
争
は
終
結
（
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
独
立
承
認
１
７
８
３
年
９
月
パ
リ
講
和
条
約
）
に
向
い
連
合
の
主
た
る
目
的
は
や
が
て

消
滅
し
た
。
独
立
戦
争
後
に
は
様
々
な
難
し
い
問
題
が
発
生
し
た
が
、
邦
に
よ
る
解
決
で
は
難
し
く
、
ま
た
連
合
に
は
権
限
が
な
く
、
権
限
の
あ
る

中
央
政
府
の
設
置
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
。
１
７
８
７
年
５
月
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
の
憲
法
制
定
会
議C

on
stitu

tion
al

C
on

ven
tion

に
お

い
て
連
合
制
度C

on
fed

eration
S

ystem
を
廃
止
し
、
連
邦
制
度F

ed
eral

S
ystem

を
採
用
し
た
。
こ
の
会
議
に
は
12
邦
が
出
席
し
（R

I

は
代

表
を
出
さ
ず
）、
同
年
９
月
17
日
に
採
択
さ
れ
た
連
邦
憲
法T

h
e

C
on

stitu
tion

of
th

e
U

n
ited

S
tates

は
１
７
８
８
年
６
月
21
日
に
要
件
で
あ
る
９

番
目
の
邦
（N

H

）
が
批
准
し
て
発
効
し
た
。
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
と
代
表
を
送
ら
な
か
っ
た
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
は
反
対
（
な
お
、
前
者
は
１
７

８
９
年
、
後
者
は
１
７
９
０
年
に
加
入
）、
そ
の
他
４
邦
は
賛
成
で
あ
っ
た
が
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
が
賛
成
１
８
７
票
・
反
対
１
６
８
票
、
ヴ
ァ

ー
ジ
ニ
ア
が
賛
成
87
票
・
反
対
79
票
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
が
賛
成
57
票
・
反
対
47
票
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
賛
成
30
票
・
反
対
27
票
と
い
う
よ
う
に

僅
差
で
あ
っ
た
。
中
央
政
府
の
必
要
性
を
認
識
し
な
が
ら
も
、
邦
の
権
限
を
考
慮
す
る
と
率
直
に
認
め
難
い
と
の
躊
躇
が
窺
わ
れ
る
。
な
お
、
１
７

８
９
年
９
月
の
第
１
回
連
邦
会
議
で
、
権
利
章
典
を
付
加
す
る
憲
法
修
正
案
が
可
決
さ
れ
、
１
７
９
１
年
12
月
、
憲
法
修
正
第
１
〜
10
条
と
し
て
成

立
し
た
（
承
認
11
州
、
新
た
に
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ド
州
が
加
入
）。

そ
の
よ
う
な
経
緯
で
制
定
さ
れ
た
連
邦
憲
法
の
前
文
で
は
「W

e
th

e
p

eop
le

of
th

e
U

n
ited

S
tates

わ
れ
わ
れ
合
衆
国
の
人
民
」
と
表
現
し
、

三



ア
メ
リ
カ
の
連
邦
と
州
　
―
そ
の
法
制
度
・
法
と
権
限
関
係
―

四

憲
法
の
制
定
主
体
は
「
州
」
で
は
な
く
「
合
衆
国
の
人
民
」
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
、「to

form
a

m
ore

p
erfect

u
n

ion

よ
り
完
全
な
国
家
を

形
成
す
る
」
と
続
く
。
こ
こ
で
は
一
般
的
に
「
国
家
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
がu

n
ion

で
あ
る
。th

e
U

n
ited

S
tates

の
部
分
を
以
下
で
は
合
衆
国
ま

た
は
連
邦
と
表
示
し
て
述
べ
る
。

連
邦
憲
法
に
は
連
邦
の
権
限
を
列
挙
し
（
第
１
章
第
８
条
）、
か
つ
連
邦
は
憲
法
に
規
定
さ
れ
た
権
限
の
み
を
有
し
、「
憲
法
に
よ
り
合
衆
国
に
委

任
さ
れ
ず
、
州
に
対
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
権
限
は
州
ま
た
は
州
民
に
留
保
さ
れ
る
。」（
修
正
第
10
条
）
と
す
る
。「
こ
の
憲
法
、
こ
の
憲
法
の

定
め
を
遂
行
す
る
た
め
制
定
さ
れ
る
合
衆
国
の
法
律
、
合
衆
国
の
権
限
の
も
と
に
既
に
締
結
さ
れ
、
ま
た
は
将
来
締
結
さ
れ
る
す
べ
て
の
条
約
は
、

こ
れ
を
国
の
最
高
法
規
と
す
る
。
各
州
の
裁
判
官
は
、
各
州
の
憲
法
ま
た
は
法
律
に
反
対
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
合
衆
国
法
に
拘
束
さ

れ
る
。」（
第
６
章
第
２
項
）
と
連
邦
法
の
州
法
に
対
す
る
優
位
性
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
即
ち
、
植
民
地
独
立
の
経
緯
か
ら
、
州
が
主
権
を
有
し
て

い
る
が
、
そ
の
権
限
の
一
部
を
連
邦
に
委
譲
し
、
そ
の
委
譲
さ
れ
た
範
囲
に
お
い
て
は
連
邦
法
が
優
位
性
を
有
す
る
と
し
て
連
邦
と
州
と
の
権
限
関

係
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

連
邦
憲
法
の
条
項
の
中
で
、
連
邦
と
州
の
権
限
関
係
を
考
察
す
る
の
に
、
重
要
な
条
項
は
「
州
際
通
商
条
項
」com

m
erce

am
on

g
th

e
several

states,in
terstate

com
m

erce

（
第
１
章
第
８
条
第
２
項
）
と
「
必
要
か
つ
適
切
条
項
」n

ecessary
an

d
p

rop
er

（
同
第
17
項
）
で
あ
る
。

州
内
の
問
題
は
各
州
が
権
限
を
有
す
る
が
、
州
を
越
え
る
問
題
は
「
州
際
通
商
条
項
」
に
よ
り
連
邦
の
出
番
で
あ
る
。
さ
ら
に
後
者
の
「
必
要
か

つ
適
切
条
項
」
の
適
用
の
拡
大
が
連
邦
の
権
限
を
拡
大
し
て
き
て
お
り
、
さ
ら
に
１
８
１
９
年
の
連
邦
最
高
裁
判
所
判
決
（
注
２
）に

よ
り
、
州
か
ら
連
邦
に

対
す
る
明
示
的
な
委
任
だ
け
で
な
く
、
連
邦
憲
法
の
全
体
的
趣
旨
か
ら
合
理
的
に
推
論
さ
れ
る
範
囲
で
の
黙
示
的
委
任
も
あ
り
う
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
今
日
で
は
、
連
邦
国
家
が
恰
も
一
つ
の
国
家
の
よ
う
な
感
を
生
じ
さ
せ
て
き
て
い
る
。
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Ⅱ．

判
例
の
展
開

1）

連
邦
と
州
の
関
係
に
関
す
る
判
例
と
い
え
ば
、
エ
リ
ー
鉄
道
事
件
判
決
（
注
３
）ま

ず
想
起
さ
れ
る
先
例
的
判
例
で
あ
り
、
連
邦
裁
判
所
が
州
コ
モ
ン
ロ

ー
に
よ
り
判
断
す
る
と
し
て
、
ほ
ぼ
１
世
紀
前
に
出
さ
れ
た
ス
ウ
ィ
フ
ト
事
件
判
決
（
注
４
）を

変
更
し
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

連
邦
法
・
州
法
と
も
に
存
在
し
な
い
場
合
に
連
邦
裁
判
所
は
ど
の
法
を
適
用
す
る
か
。
連
邦
憲
法
に
は
規
定
が
な
く
、
裁
判
所
法Ju

d
iciary

A
ct

of
1789

第
34
条
「
合
衆
国
の
憲
法
、
条
約
ま
た
は
制
定
法
が
別
段
の
規
定
を
し
て
い
る
場
合
を
除
い
て
、
諸
州
の
法

law
s

of
several

states

は
・
・
・
合
衆
国
裁
判
所
の
取
扱
う
事
件
に
つ
い
て
判
決
の
法
則ru

les
of

d
ecision

と
考
え
ら
れ
る
。」
の
「
諸
州
の
法
」
を
め
ぐ
っ
て
、
ス
ウ
ィ

フ
ト
事
件
判
決
で
は
、
メ
イ
ン
州
で
振
出
さ
れ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
受
領
さ
れ
た
手
形
の
無
因
性
・
約
因
の
存
在
に
関
し
て
商
法
一
般
原
則
が
問
題

と
な
り
、
そ
れ
は
地
方
性
が
な
く
、
ま
た
手
形
が
受
領
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
裁
判
例
が
確
定
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
連
邦
裁
判
所
の
考

え
る
法
に
よ
る
と
し
て
連
邦
コ
モ
ン
ロ
ー
を
認
め
た
と
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
エ
リ
ー
鉄
道
事
件
判
決
で
は
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
住
民
の
州
内
で

の
負
傷
事
故
に
つ
い
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
本
社
の
あ
る
被
告
を
、
州
籍
の
相
違d

iversity
of

citizen
sh

ip

に
よ
り
同
州
内
に
所
在
す
る
連
邦

裁
判
所
に
提
訴
し
た
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
関
し
て
、
不
法
行
為
地
の
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
コ
モ
ン
ロ
ー
に
よ
り
検
討
・
吟
味
す
べ
き
と
し
て
差

し
戻
し
た
事
例
で
、
連
邦
裁
判
所
が
実
体
判
断
に
つ
い
て
州
コ
モ
ン
ロ
ー
に
よ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
２
つ
の
判
例
の
間
の
約
１
世
紀
に
お
い
て
、
裁
判
所
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
連
邦
主
義
と
州
権
主
義
の
相
克
が
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
遂
に

１
９
２
８
年
に
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
タ
ク
シ
ー
事
件
（
注
５
）に

お
い
て
ス
ウ
ィ
フ
ト
事
件
判
決
の
問
題
点
が
現
わ
れ
た
。
同
事
件
に
お
い
て
、
ケ
ン
タ
ッ
キ

ー
州
の
茶
黄
タ
ク
シ
ー
会
社
が
ル
イ
ビ
ル
・
ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
鉄
道
と
協
定
し
て
、
同
州
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
駅
前
の
駐
車
場
の
独
占
権
を
得
た

五



ア
メ
リ
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連
邦
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と
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―

六

の
に
対
し
て
、
同
州
の
黒
白
タ
ク
シ
ー
会
社
が
、
州
裁
判
所
に
提
訴
し
て
、
州
の
独
占
禁
止
政
策
に
対
す
る
違
反
を
主
張
し
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

茶
黄
タ
ク
シ
ー
会
社
は
テ
ネ
シ
ー
州
で
会
社
設
立
し
、
同
鉄
道
と
同
じ
協
定
を
し
た
た
め
に
、
再
び
黒
白
タ
ク
シ
ー
会
社
と
紛
争
が
生
じ
、
今
度
は

州
籍
の
相
違
に
よ
り
連
邦
裁
判
所
に
係
属
し
た
。
連
邦
裁
判
所
は
州
の
裁
判
例
に
よ
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
本
件
で
は
州
の
不
利
な
判
決
の

適
用
を
免
れ
る
た
め
に
会
社
設
立
州
を
変
更
し
て
州
籍
の
相
違
を
生
じ
さ
せ
、
管
轄
裁
判
所
を
州
か
ら
連
邦
へ
逃
避
し
た
こ
と
に
対
し
て
非
難
が
起

こ
り
、
果
た
し
て
ス
ウ
ィ
フ
ト
事
件
判
決
の
理
論
が
適
切
で
あ
る
か
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

2）

違
憲
立
法
審
査
権
を
確
立
し
た
判
例
で
あ
る
マ
ー
ベ
リ
ー
事
件
判
決
（
注
６
）に

も
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
件
は
、
大
統
領
の
任
期
終
了
時
期
（
政
党
交
代
）
に
あ
た
り
、
ワ
シ
ン
ト
ンD

.C
.

の
治
安
判
事
42
名
の
任
命
を
行
っ
た
が
、
証
書
（
職
務
執
行
）

へ
の
署
名
が
時
間
切
れ
と
な
っ
た
た
め
に
、
新
政
権
下
で
被
任
命
者
が
証
書
の
発
行
を
求
め
て
提
訴
し
た
。
前
政
権
の
国
務
長
官
マ
ー
シ
ャ
ル
が
連

邦
最
高
裁
判
所
長
官
（
主
席
裁
判
官
）
に
任
命
さ
れ
て
い
た
。
裁
判
所
法
第
13
条
に
よ
り
、
証
書
（
職
務
執
行
）
発
行
を
求
め
る
裁
判
は
連
邦
最
高

裁
判
所
が
第
一
審
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
連
邦
憲
法
（
第
３
章
第
２
条
２
項
）
の
対
象
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
連
邦
憲
法
の
規
定
に
反
す
る
と

連
邦
最
高
裁
判
所
は
判
決
し
た
。

こ
の
判
決
が
連
邦
憲
法
自
体
に
は
規
定
の
な
い
違
憲
立
法
審
査
権
を
確
立
し
た
重
要
な
判
例
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
に
、
時
期
は

１
８
０
３
年
で
あ
り
、
連
邦
最
高
裁
判
所
長
官
マ
ー
シ
ャ
ル
が
連
邦
主
義
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
判
決
文
を
全
部
読
む
と

そ
の
雰
囲
気
が
わ
か
る
が
、
政
党
交
代
前
の
国
務
長
官
で
あ
り
、
多
分
に
政
治
的
判
断
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
情
が

あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
こ
の
画
期
的
判
決
は
そ
の
後
、
長
年
、
活
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
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3）

州
と
連
邦
の
関
係
に
係
わ
る
次
の
判
例
は
、
ド
レ
ッ
ド
・
ス
コ
ッ
ト
事
件
判
決
（
注
７
）で

あ
る
。
こ
れ
は
奴
隷
解
放
に
係
わ
る
事
例
で
あ
り
、
南
北
戦

争
の
遠
因
の
１
つ
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。

ド
レ
ッ
ド
・
ス
コ
ッ
ト
は
軍
医
の
奴
隷
で
あ
っ
た
。
そ
の
軍
医
の
転
勤
に
従
い
、
ス
コ
ッ
ト
も
ミ
ズ
ー
リ
州
か
ら
自
由
州
の
イ
リ
ノ
イ
州
へ
移
住

し
、
自
由
の
身
に
な
っ
た
が
、
軍
医
に
従
来
通
り
仕
え
て
、
さ
ら
に
ミ
ネ
ソ
タ
州
に
移
り
、
そ
こ
で
結
婚
し
た
。
軍
医
が
ミ
ズ
ー
リ
州
に
戻
る
と
き

に
も
一
緒
に
戻
っ
て
き
た
。
軍
医
が
死
亡
す
る
と
、
ス
コ
ッ
ト
は
軍
医
夫
人
に
相
続
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
ス
コ
ッ
ト
は
イ
リ
ノ
イ
州
で
自
由
の
身
に

な
っ
た
と
し
て
ミ
ズ
ー
リ
州
裁
判
所
に
地
位
確
認
を
求
め
た
が
、
州
最
高
裁
判
所
は
認
め
な
か
っ
た
。
軍
医
夫
人
は
再
婚
し
て
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

州
に
住
み
、
ス
コ
ッ
ト
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
居
住
の
弟
に
譲
渡
し
た
。
ス
コ
ッ
ト
は
州
籍
の
相
違
に
よ
り
連
邦
裁
判
所
に
提
訴
す
る
理
由
を
得
た

（「
州
籍
の
相
違
」
の
条
件
を
つ
く
り
出
す
た
め
に
、
そ
の
よ
う
に
仕
組
ん
だ
と
も
い
わ
れ
る
。）。
上
告
審
の
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
黒
人
は
そ
も
そ

も
「
合
衆
国
市
民
」
で
な
く
、
独
立
時
の
憲
法
起
草
者
も
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
。
従
っ
て
、「
州
籍
」
が
な
く
連
邦
裁
判
所
の
管
轄
の
対
象
と

な
ら
な
い
と
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
の
原
告
適
格
を
認
め
な
か
っ
た
。
訴
訟
と
し
て
は
、
そ
れ
で
終
わ
り
の
は
ず
で
あ
る
が
、
裁
判
所
は
一
歩
踏
み
込
ん

で
（
傍
論
と
な
る
が
）、
ミ
ズ
ー
リ
州
と
イ
リ
ノ
イ
州
の
間
に
存
在
す
る
ミ
ズ
ー
リ
互
譲
法M

issou
ri

C
om

p
rom

ise
A

ct
of

1820

は
連
邦
憲
法

（
修
正
第
14
条
第
１
項
）
の
正
当
な
手
続
に
よ
ら
な
い
財
産
の
剥
奪
禁
止
の
規
定
に
違
反
し
違
憲
で
あ
る
と
述
べ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
判
例
に
お
い
て
、
よ
く
立
法
趣
旨
や
立
法
経
緯
が
解
釈
論
の
中
に
出
て
く
る
が
、
こ
こ
で
は
独
立
時
の
憲
法
草
案
者fram

er

が
出

て
き
て
、
そ
も
そ
も
は
、
と
い
う
説
明
と
な
り
、
黒
人
は
そ
も
そ
も
「
市
民
」
で
な
い
と
結
論
づ
け
る
の
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
こ
の
案
件
の
時
代
が

南
北
戦
争
前
で
あ
り
、
当
時
は
そ
の
よ
う
な
感
覚
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

七
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4）

さ
ら
に
裁
判
官
の
好
み
が
現
わ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
判
例
を
示
そ
う
。
現
代
的
に
い
え
ば
、
プ
ロ
野
球
の
フ
リ
ー
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
制
に
絡

む
問
題
で
あ
る
。
プ
ロ
野
球
選
手
が
自
由
に
他
球
団
に
動
け
な
い
の
は
連
邦
法
で
あ
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
シ
ャ
ー
マ
ン
法
違
反
と
な
る
か
が
争
わ
れ

た
案
件
で
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
プ
ロ
野
球
は
連
邦
憲
法
の
州
際
通
商
条
項
に
該
当
し
な
い
の
で
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
対
象
で
な
い
と
し
て
訴
え
を

認
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
ボ
ク
シ
ン
グ
な
ど
他
の
プ
ロ
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
は
州
を
越
え
て
試
合
を
展
開
す
る
こ
と

は
「
州
際
通
商
」
に
該
当
す
る
と
し
て
い
る
。
し
か
も
、
プ
ロ
野
球
に
つ
い
て
は
１
９
２
２
年
の
連
邦
最
高
裁
判
決
で
あ
る
先
例
を
、
長
年
に
わ
た

り
維
持
し
て
き
て
お
り
、
そ
れ
が
問
題
で
あ
れ
ば
司
法
的
に
で
は
な
く
、
立
法
的
に
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
議
会
に
解
決
を
投
げ
て
い
る
。
３

名
の
裁
判
官
は
反
対
意
見
を
述
べ
る
。
こ
の
論
法
は
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
興
味
あ
る
内
幕
が
あ
る
。
裁
判
官
が
野
球
好
き
で
、
自
分
の
贔

屓
チ
ー
ム
の
選
手
に
他
に
動
い
て
欲
し
く
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
最
高
裁
判
所
の
内
幕
を
描
い
た
「
ブ
レ
ザ
レ
ンB

reth
ren

」
に
裁
判
官

の
ロ
ー
ク
ラ
ー
ク
が
プ
ロ
野
球
話
を
巡
り
廊
下
ト
ン
ビ
で
動
き
廻
る
の
が
興
味
深
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
２
１
９
、
２
２
３
〜
２
２
６
頁
な
ど
）。

（
注
８
）

Ⅲ．

典
型
的
な
歴
史
的
事
例

ア
メ
リ
カ
の
連
邦
と
州
の
権
限
関
係
に
つ
い
て
、
歴
史
的
事
実
を
通
し
て
概
観
し
て
み
る
と
わ
か
り
易
い
。
そ
の
典
型
例
の
一
つ
は
禁
酒
法
で
あ

る
。
連
邦
の
禁
酒
法
時
代
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
１
９
２
０
〜
１
９
３
３
年
で
あ
る
が
、
そ
の
前
後
に
は
州
の
禁
酒
法
が
存
在
し
て
い
る
。
州
の
禁

酒
法
が
存
在
す
る
の
に
何
故
、
連
邦
が
禁
酒
法
を
制
定
す
る
た
め
に
憲
法
を
１
９
１
７
年
に
改
正
（
修
正
第
18
条
）
し
、
１
９
３
３
年
に
廃
止
（
修
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正
第
21
条
）
し
た
か
。
何
故
、
そ
の
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
酒
類
の
州
間
の
輸
送
を
禁
止
す
る
に
は
州
際
通
商
条
項
に
よ
り
連
邦
の
権
限
を
行
使
で

き
る
も
の
の
、
酒
類
の
州
内
で
の
製
造
・
販
売
の
禁
止
は
州
の
権
限
で
あ
り
、
全
国
的
に
酒
類
の
製
造
・
販
売
の
禁
止
の
た
め
に
は
、
連
邦
と
し
て

州
か
ら
権
限
の
委
譲
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
方
法
が
憲
法
改
正
で
あ
っ
た
。
連
邦
憲
法
は
、
州
か
ら
連
邦
へ
の
委
譲
権
限
を
明
記
し
た
文

書
で
あ
る
の
が
わ
か
る
。

典
型
例
の
も
う
一
つ
は
鉄
道
の
建
設
で
あ
る
。
独
立
し
た
13
の
植
民
地
は
州
の
土
地
で
あ
り
、
ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈
以
西
の
土
地
は
、
ル
イ
ジ
ア

ナ
・
パ
ー
チ
ェ
ス
な
ど
で
取
得
し
た
後
で
連
邦
の
土
地
と
し
て
所
有
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
土
地
所
有
形
態
の
中
で
、
州
の
中
の
鉄
道
敷
設
は
州
の

権
限
に
属
し
、
州
を
越
え
て
鉄
道
を
敷
設
す
る
、
典
型
的
に
は
大
陸
横
断
鉄
道
は
、
連
邦
が
権
限
を
行
使
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限

行
使
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
戦
争
、
破
産
な
ど
の
非
常
事
態
で
は
連
邦
が
州
際
通
商
条
項
な
ど
を
基
に
特
別
立
法
す
る
な
ど
に
よ
り
強
い
権
限
を
行

使
す
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
２
つ
の
典
型
例
（
注
９
）に

つ
い
て
、
若
干
、
物
語
的
に
な
る
部
分
も
含
め
て
次
に
紹
介
す
る
。

（
注
）

１．

P
roclam

ation
A

ct,
1763

（
宣
言
法
・
ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈
以
西
へ
の
入
植
禁
止
）、S

u
gar

A
ct,

1
7

6
4

（
砂
糖
法
）、C

u
rren

cy
A

ct,
1

7
6

4

（
通
貨
法
）、M

u
tin

y

A
ct

1765

（
騒
乱
法
）、S

tam
p

A
ct,1765

（
印
紙
法
）、T

ow
n

sh
en

d
A

cts,1767

（
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
諸
法
）、T

ea
A

ct,1773

（
茶
法
）
等

２．

M
cC

u
lloch

v.M
arylan

d
,17

U
.S

.

（4
W

h
eat

）316,4
L

.E
d

.579

（1819

）.

３．

E
rie

R
.R

.v.T
om

p
kin

s,304
U

.S
.64,58

S
.C

t.817,82
L

.E
d

.1188

（1938

）.

４．

S
w

ift
v.T

yson
,41

U
.S

.

（16
P

et.

）1,10
L

.E
d

.865

（1842

）.

５．

B
lack

&
W

h
ite

T
axicab

&
T

ran
sfer

C
o.v.B

row
n

&
Y

ellow
T

axicab
&

T
ran

sfer
C

o.,276
U

.S
.518

（1928

）.

九
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一
〇

６．

M
arbu

ry
v.M

ad
ison

,5
U

.S
.

（1
C

ran
ch

）137,
2

L
.E

d
.60

（1803

）.

７．

D
red

S
cott

v.S
an

d
ford

,60
U

.S
.

（19
H

ow
.

）393,
15

L
.E

d
.691

（1857

）.

８．

F
lood

v.K
u

h
n

,407
U

.S
.258,92

S
.C

t.2099,32
L

.E
d

.2d
728

（1972

）.
B

ob
W

ood
w

ard
&

S
cott

A
rm

stron
g,T

h
e

B
reth

ren

（A
von

B
ooks,1979

）.

『
英
米
判
例
百
選
（
第
３
版
）』N

o.78

（
１
５
５
頁
）（
有
斐
閣
）
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

９．

２
つ
の
典
型
例
は
大
学
の
公
開
講
座
で
の
筆
者
担
当
分
の
一
部
で
、
禁
酒
法
は
２
０
０
８
年
度
後
期
「
酒
の
文
化
を
辿
る
」
の
中
の
該
当
部
分
、
鉄
道
は
２
０
０
９
年
度

前
期
「
鉄
道
・
文
化
・
紀
行
」
の
中
の
該
当
部
分
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
部
分
的
に
省
略
し
て
い
る
。

（
参
考
文
献
）

丸
山
英
二
『
入
門
ア
メ
リ
カ
法
』（
弘
文
堂
１
９
９
０
）

田
中
英
夫
『
英
米
法
総
論
　
上
・
下
』（
東
大
出
版
会
１
９
８
０
）

金
子
善
次
郎
『
米
国
連
邦
制
度
―
州
と
地
方
団
体
』（
良
書
普
及
会
１
９
７
７
）

平
良
『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
連
邦
と
州
の
法
律
問
題
』（
慶
大
法
学
研
究
会
１
９
６
１
）

Ⅲ
―
１．

ア
メ
リ
カ
の
禁
酒
法P
ro
h
ib
itio
n

と
そ
の
背
景
　
　
時
代
・
州
法
と
連
邦
法
・
ギ
ャ
ン
グ

ア
メ
リ
カ
の
「
禁
酒
法
」
の
時
代
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
１
９
２
０
〜
１
９
３
３
年
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
植
民
地
時
代
か
ら
、
さ
ら
に
ア
メ

リ
カ
独
立
後
も
禁
酒
の
動
き
が
あ
り
、
１
８
３
３
年
に
ア
メ
リ
カ
禁
酒
同
盟
が
結
成
さ
れ
、
１
８
７
３
年
か
ら
婦
人
キ
リ
ス
ト
教
禁
酒
同
盟
が
禁
酒

運
動
を
始
め
て
お
り
、
１
８
９
３
年
に
反
酒
場
連
盟
が
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
な
ど
に
よ
り
結
成
さ
れ
て
い
る
。

禁
酒
法
は
１
８
４
６
年
に
メ
イ
ン
州
で
制
定
（
販
売
制
限
法
）
さ
れ
、
１
８
５
６
年
頃
に
は
13
州
が
制
定
し
、
１
９
０
０
年
に
入
り
18
州
が
禁
酒
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法
を
制
定
し
て
い
た
が
、
州
全
域
ま
た
は
地
域
選
択
の
禁
酒
法
な
ど
州
ご
と
に
禁
止
の
範
囲
が
異
な
っ
て
お
り
、
１
９
０
６
年
頃
に
は
禁
酒
法
を
廃

止
し
、
州
憲
法
改
正
で
の
禁
止
な
ど
動
き
が
あ
る
。
遂
に
１
９
１
７
年
に
連
邦
が
禁
酒
法
を
制
定
し
た
（
発
効
は
１
９
２
０
年
）。
即
ち
、
連
邦
憲

法
改
正
（
修
正
第
18
条
）
お
よ
び
禁
酒
法
（
ヴ
ォ
ル
ス
テ
ッ
ド
法V

olstead
A

ct

施
行
細
則
１
９
２
０
年
）
に
よ
っ
て
い
る
が
、
何
故
、
連
邦
の
憲

法
改
正
ま
で
し
て
や
る
の
か
。
１
９
３
３
年
に
禁
酒
法
が
廃
止
（
憲
法
修
正
第
21
条
）
さ
れ
た
が
、
何
故
か
。
そ
も
そ
も
何
故
、
禁
酒
法
だ
っ
た
の

か
。
禁
酒
法
と
い
え
ば
、
シ
カ
ゴ
の
ギ
ャ
ン
グ
、
ア
ル
カ
ポ
ネ
が
連
想
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
に
簡
単
に
説
明
す
る
。

１．

禁
酒
法
の
時
代
以
前
の
禁
酒
の
動
き

1）

植
民
地
時
代：

飲
酒
の
習
慣
は
イ
ギ
リ
ス
で
の
習
慣
を
植
民
地
に
持
ち
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
に
も
酒
を
積
ん
で
き
た
と

い
わ
れ
て
お
り
、
植
民
地
時
代
当
初
は
、
適
度
な
飲
酒
は
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
他
方
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
で
の
過
度
な
飲
酒
が
問
題
と
な
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
過
度
な
飲
酒
は
戒
め
ら
れ
、
牧
師
も
、
過
度
の
飲
酒
は
罪
深
い
行
為
と
し
て
説
い
た
。

酒
類
販
売
業
（
居
酒
屋
・
酒
屋
・
宿
屋
）
は
許
可
制
が
採
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
許
可
条
件
と
し
て
、
店
内
で
の
過
度
の
飲
酒
を
さ
せ
な
い
義
務

が
あ
り
、
違
反
に
対
す
る
罰
金
が
定
め
ら
れ
て
い
た
（
１
６
５
４
年
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
法
）。
ま
た
泥
酔
者
に
対
す
る
処
罰
も
あ
っ
た
（
初
・
再

犯
は
罰
金
、
３
犯
以
後
は
体
罰
・
１
６
７
９
年
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
法
）。

2）

ジ
ョ
ー
ジ
２
世
・
禁
酒
令
（
輸
入
・
販
売
禁
止
１
７
３
５
〜
１
７
４
２
年
）：

ジ
ョ
ー
ジ
ア
植
民
地
に
お
け
る
酒
類
の
輸
入
と
販
売
を
禁
止

し
て
い
る
。

3）

メ
イ
ン
州
で
１
８
４
６
年
に
「
酒
類
販
売
制
限
法
」（
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
28
ガ
ロ
ン
以
下
の
販
売
を
禁
止
、
産
業
・
医
療
用
の
販
売
は
各

一
一



ア
メ
リ
カ
の
連
邦
と
州
　
―
そ
の
法
制
度
・
法
と
権
限
関
係
―

一
二

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
１
か
所
を
許
可
制
で
設
置
で
き
る
。）
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
１
８
５
１
年
６
月
に
「
居
酒
屋
・
酒
場
禁
圧
法
」
を
制
定

し
、
酒
類
の
製
造
・
販
売
を
禁
止
し
た
。

メ
イ
ン
州
の
事
情
と
し
て
、
同
州
は
最
北
に
あ
り
、
他
の
州
か
ら
の
移
住
者
で
林
業
と
漁
業
の
従
事
者
が
多
く
、
常
習
的
な
飲
酒
者
が
多
か
っ

た
と
い
わ
れ
、
過
度
の
飲
酒
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
地
域
的
背
景
が
あ
っ
た
。
ま
た
材
木
は
西
イ
ン
ド
諸
島
に
も
運
ば
れ
、
帰
り
の
船
が

ラ
ム
酒
を
運
ん
で
き
た
。
さ
ら
に
糖
蜜
が
運
ば
れ
て
き
て
、
蒸
留
酒
の
製
造
が
始
ま
っ
た
。
ラ
ム
酒
は
州
内
外
で
消
費
さ
れ
た
。

メ
イ
ン
州
に
続
い
て
10
州
と
２
準
州*

（N
H

,
V

T
,

M
A

,
R

I,
C

T
,

N
Y

,
D

E
,

M
I,

IN
,

IA
,

N
E

*,
M

N
*

の
各
州
）
が
禁
酒
法
を
制
定
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
、
酒
造
業
者
が
財
産
権
侵
害
と
し
て
訴
え
た
訴
訟
で
違
憲
判
決
（F

ish
er

v.
M

cG
irr,

1854

年
）
が
出
た
り
、
廃
止
さ
れ
た
り
で
、

１
９
０
０
年
に
は
５
州
（M

E
,K

S
,N

D
,N

H
,V

T

各
州
）
の
み
に
禁
酒
法
が
残
っ
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
が
、
連
邦
最
高
裁
判
所
の
合
憲
判
決

（M
u

gler
v.

K
an

sas,
1887

年
＊
）
や
下
記
の
禁
酒
運
動
の
広
が
り
を
う
け
て
、
１
９
１
９
年
ま
で
に
33
州
で
禁
酒
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
（
禁

止
内
容
は
若
干
異
な
る
。
15
州
な
し
＝V

T
,M

A
,R

I,C
T

,N
Y

,N
J.P

A
,D

E
,M

D
,L

A
,M

O
,IL

,W
I,M

N
,C

A

各
州
）。

＊M
u

gler
v.K

an
sas,123

U
.S

.623

（1887

）.

カ
ン
ザ
ス
州
法
は
適
正
手
続
に
よ
ら
な
い
財
産
の
収
奪
を
禁
止
し
た
連
邦
憲
法
修
正
第
14
条
（
法
の
適
正
手
続
）
違
反
と

し
て
訴
え
た
訴
訟
に
お
い
て
、
連
邦
最
高
裁
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
使
用
に
よ
り
公
共
の
衛
生
、
道
徳
、
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
場
合
は
、
州
は
個
人
の
酒
類
製
造
・
販

売
権
を
制
限
で
き
る
と
し
て
州
法
の
合
憲
性
を
認
め
た
。

4）

禁
酒
法
の
制
定
に
関
し
て
、
民
間
で
の
禁
酒
組
織
の
運
動
が
あ
っ
た
。
１
８
３
３
年
に
ア
メ
リ
カ
禁
酒
同
盟
が
結
成
さ
れ
、
メ
イ
ン
州
で
は

１
８
３
４
年
に
メ
イ
ン
禁
酒
協
会M

T
S

が
設
立
さ
れ
、
内
部
分
裂
し
て
、
１
８
３
７
年
に
メ
イ
ン
禁
酒
同
盟M

T
U

が
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
女
性
の

禁
酒
運
動
も
進
み
、
１
８
７
４
年
に
婦
人
キ
リ
ス
ト
教
禁
酒
同
盟W

C
T

U

が
結
成
さ
れ
、
婦
人
参
政
権
の
運
動
も
併
せ
て
行
う
よ
う
に
な
り
、
全



西
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国
禁
酒
党N

P
P

の
支
持
を
め
ぐ
り
、
無
党
派
婦
人
キ
リ
ス
ト
教
禁
酒
同
盟W

N
P

C
T

U

が
結
成
さ
れ
た
。
禁
酒
法
を
２
番
目
に
制
定
し
た
カ
ン
ザ
ス

州
で
も
酒
場
は
公
然
と
営
業
し
て
い
る
こ
と
か
らW

C
T

U

カ
ン
ザ
ス
支
部
を
結
成
し
た
キ
ャ
リ
ー
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
は
、
１
９
０
０
年
か
ら
１
９
１

０
ま
で
全
国
的
に
酒
場
打
壊
し
を
行
っ
た
の
が
話
題
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
全
国
規
模
の
禁
酒
運
動
を
促
進
し
、
禁
酒
法
の
制
定
を
目
標
に
し
て
、

１
８
９
５
年
に
反
酒
場
連
盟A

S
L

が
結
成
さ
れ
、
各
州
に
組
織
を
置
い
て
活
動
を
始
め
た
。
活
動
と
し
て
は
、
酒
類
の
販
売
の
ラ
イ
セ
ン
ス
制
に

す
る
か
ど
う
か
を
自
治
体
が
選
択
で
き
る
選
択
権
法
の
採
択
の
可
否
を
住
民
投
票
に
か
け
る
、
選
択
法
が
既
に
成
立
し
て
い
る
場
合
は
販
売
業
者

の
追
放
の
可
否
を
住
民
投
票
に
か
け
る
、
と
い
う
よ
う
に
段
階
的
で
穏
健
な
方
法
で
の
方
針
で
進
め
た
。

5）

酒
類
に
対
す
る
課
税
に
つ
い
て
、
１
７
９
１
年
蒸
留
酒
課
税
が
１
８
１
８
年
に
廃
止
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
１
８
６
２
年
内
国
歳
入
法
に

よ
り
酒
税
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
酒
造
業
者
側
で
組
織
化
が
図
ら
れ
、
同
年
11
月
に
合
衆
国
醸
造
業
者
組
合U

S
B

A

が
、
１
８
９
６
年

に
全
国
酒
類
卸
売
業
者
協
会N

W
L

D
A

が
結
成
さ
れ
、
禁
酒
法
に
対
す
る
対
応
も
行
っ
た
。
蒸
留
業
は
過
当
競
争
に
あ
り
組
織
化
が
難
し
く
、
一

部
は
取
引
関
係
に
あ
っ
たN

W
L

D
A

に
加
盟
し
た
。
労
働
者
側
は
、
醸
造
業
労
働
者
の
属
す
る
ア
メ
リ
カ
労
働
総
同
盟A

F
L

や
世
界
産
業
労
働
者

組
合IW

W

な
ど
の
労
働
組
合
が
禁
酒
法
に
よ
り
失
業
を
招
く
と
し
て
反
対
運
動
や
賃
上
げ
闘
争
を
展
開
し
た
。

6）

１
９
１
３
年
連
邦
ウ
ェ
ブ
・
ケ
ニ
ヨ
ン
州
際
酒
類
運
搬
法
が
成
立
し
た
。
州
の
禁
酒
法
が
あ
っ
て
も
州
内
で
製
造
・
販
売
さ
れ
た
酒
類
が
取

締
対
象
で
あ
り
、
州
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
の
取
締
権
限
は
州
当
局
に
な
い
た
め
に
、
こ
の
連
邦
法
が
制
定
さ
れ
た
。
翌
年
、
禁
酒
法
が
付

議
さ
れ
た
が
成
立
し
な
か
っ
た
。

7）

A
S

L

・W
C

T
U

な
ど
の
禁
酒
運
動
を
進
め
る
組
織
が
１
９
１
３
年
に
全
国
禁
酒
評
議
会N

T
C

を
組
織
し
、
全
国
禁
酒
法
の
成
立
を
目
指
し
て

活
動
を
行
っ
た
。

一
三



ア
メ
リ
カ
の
連
邦
と
州
　
―
そ
の
法
制
度
・
法
と
権
限
関
係
―

一
四

他
方
、
反
禁
酒
法
運
動
も
あ
り
、
１
９
１
８
年
11
月
12
日
に
反
禁
酒
法
修
正
連
合A
A

P
A

が
組
織
さ
れ
、
地
方
組
織
も
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
主

張
は
、
連
邦
憲
法
の
役
割
を
認
識
さ
せ
る
も
の
で
、
連
邦
が
州
権
に
不
当
干
渉
し
て
い
な
い
か
、
酒
類
の
製
造
・
販
売
は
地
域
的
問
題
で
あ
り
、

連
邦
憲
法
を
修
正
し
て
ま
で
行
う
国
家
的
問
題
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

8）

１
９
１
４
年
に
第
一
次
大
戦
が
始
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
は
、
当
初
は
欧
州
大
戦
に
中
立
宣
言
を
す
る
も
の
の
国
内
的
に
は
臨
戦
態
勢
を
と
り
、

同
年
４
月
に
軍
事
施
設
内
で
の
飲
酒
禁
止
命
令
を
出
し
、
ア
メ
リ
カ
が
ド
イ
ツ
へ
の
宣
戦
布
告
後
の
１
９
１
７
年
８
月
に
、
レ
ヴ
ァ
ー
食
品
燃
料

規
制
法
を
制
定
し
て
、
穀
物
か
ら
ウ
ィ
ス
キ
ー
・
ジ
ン
な
ど
の
蒸
留
酒
の
製
造
を
禁
止
し
た
。

２．

連
邦
禁
酒
法
の
制
定

1）

１
９
１
７
年
４
月
召
集
の
連
邦
議
会
（
宣
戦
布
告
決
議
の
た
め
の
臨
時
議
会
）
に
お
い
て
、
６
月
11
日
に
上
院
に
憲
法
修
正
法
案
が
提
出
さ

れ
て
８
月
１
日
に
可
決
（
65
対
20
で
賛
成
）、
同
年
12
月
再
開
の
議
会
に
お
い
て
、
下
院
司
法
委
員
会
で
審
議
修
正
さ
れ
、
同
月
17
日
に
下
院
に
提

出
（
２
８
２
対
１
２
８
で
賛
成
）、
翌
日
、
上
院
で
下
院
修
正
を
承
認
し
、
州
の
批
准
を
求
め
る
べ
く
州
議
会
に
送
付
さ
れ
た
。
批
准
に
必
要
な

数
は
州
（
48
州
）
の
４
分
の
３
（
36
州
）
以
上
で
、
36
番
目
の
州
の
批
准
は
１
９
１
９
年
１
月
16
日
に
な
さ
れ
た
。
な
お
、
１
９
２
２
年
３
月
７

日
に
46
番
目
の
州
が
批
准
し
、
２
州
（C

T
,R

I

）
が
批
准
せ
ず
。

2）

憲
法
修
正
第
18
条
（
禁
酒
法
）
＊

の
施
行
の
た
め
に
、
ヴ
ォ
ル
ス
テ
ッ
ド
法
案＊＊
が
１
９
１
９
年
５
月
27
日
に
下
院
に
提
出
さ
れ
、
10
月
に
可
決

（
２
８
７
対
１
０
０
の
賛
成
）、
上
院
に
送
ら
れ
可
決
さ
れ
た
が
、
同
月
27
日
、
大
統
領
が
拒
否
権
を
行
使
し
た
（
戦
時
緊
急
性
部
分
の
除
外
）。

大
統
領
の
拒
否
権
に
対
し
て
、
議
会
は
そ
の
３
分
の
２
で
拒
否
権
の
拒
否
が
で
き
る
た
め
、
拒
否
権
行
使
の
２
時
間
後
に
下
院
、
翌
日
に
上
院
で
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そ
れ
ぞ
れ
成
立
さ
せ
た
。

＊
憲
法
修
正
第
18
条
（
禁
酒
法
）
施
行
　
１
９
２
０
年
１
月
17
日
。

＊
＊
ヴ
ォ
ル
ス
テ
ッ
ド
法：

酒
類
の
製
造
・
販
売
に
従
事

罰
則：

初
犯
＝
禁
錮
６
月
（
改
正
５
年
）
以
下
・
１
千
ド
ル
（
改
正
１
万
ド
ル
）
以
下
罰
金
・
併
科

・
飲
料
ア
ル
コ
ー
ル
の
定
義：

す
べ
て
の
種
類
の
酒
類
＝
ウ
ィ
ス
キ
ー
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
、
ビ
ー
ル
、
ラ
ム
、
ジ
ン
、
ワ
イ
ン
を
含
み
、
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
量
0.5
％
以
上

・
飲
料
ア
ル
コ
ー
ル：
飲
用
を
目
的
と
し
て
製
造
、
販
売
、
運
搬
し
、
外
国
へ
の
搬
出
・
輸
入
を
禁
止

・
ア
ル
コ
ー
ル
お
よ
び
ア
ル
コ
ー
ル
製
造
用
具
の
所
有
を
禁
止

*

飲
料
以
外
（
医
療
用
）
の
ア
ル
コ
ー
ル
、
聖
餐
用
の
ワ
イ
ン
を
除
く
・
工
業
用
ア
ル
コ
ー
ル
除
外

*

居
住
し
て
い
る
自
宅
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
所
有
す
る
こ
と
、
同
居
家
族
・
訪
問
客
な
ど
の
専
ら
個
人
的
消
費
用
は
認
め
る

*

林
檎
酒
、
フ
ル
ー
ツ
・
ジ
ュ
ー
ス
造
り
は
認
め
る

３．

禁
酒
法
の
執
行

1）

最
初
の
６
年
間
で
連
邦
禁
酒
局
員
の
死
亡
45
人
・
負
傷
２
９
７
人

６
年
間
で
収
賄
・
公
金
横
領
・
虚
偽
報
告
で
連
邦
禁
酒
局
員
の
解
雇
　
８
７
５
人

取
締
ま
り：

密
輸
入
酒
の
５
％
程
度
に
と
ど
ま
る

2）

し
か
し
、
医
薬
用
ア
ル
コ
ー
ル
、
工
業
用
ア
ル
コ
ー
ル
か
ら
の
流
用
、
処
方
箋
が
乱
発
さ
れ
た

ア
ル
コ
ー
ル
度
0.5
％
未
満
の
ビ
ー
ル→

　
３
〜
５
％
へ
上
げ
て
飲
用

聖
餐
用
ワ
イ
ン→

　
（
聖
餐
用
か
否
か
、
わ
か
り
難
い
）

林
檎
酒→

　
発
酵
さ
せ
て
２
〜
８
％
へ
上
げ
る

一
五



ア
メ
リ
カ
の
連
邦
と
州
　
―
そ
の
法
制
度
・
法
と
権
限
関
係
―

一
六

密
造
蒸
留
酒：

１
９
２
１
年
４
１
万
３
９
８
７
ガ
ロ
ン→

１
９
２
９
年
１
１
８
万
５
６
５
４
ガ
ロ
ン

コ
ー
ン
シ
ュ
ガ
ー
生
産
量：

１
９
２
１
年
１
億
５
２
０
０
万
ポ
ン
ド→

１
９
２
９
年
９
億
６
０
０
０
万
ポ
ン
ド

密
輸
入
―
カ
ナ
ダ
、
バ
ハ
マ
（
イ
ギ
リ
ス
蒸
留
酒
１
９
１
８
年
９
４
４
ガ
ロ
ン→

１
９
２
２
年
３
８
６
０
０
０
ガ
ロ
ン
）

１
９
２
４
年
米
英
条
約
な
ど
９
国
と
条
約
＝
海
上
臨
検
・
積
荷
押
収
、
船
舶
曳
航
な
ど

密
造
酒
が
山
中
、
倉
庫
の
中
、
ド
ラ
ッ
グ
・
ス
ト
ア
の
奥
の
部
屋
な
ど
で
つ
く
ら
れ
た
。
カ
ナ
ダ
か
ら
国
境
線
を
越
え
て
、
ま
た
海
上
か
ら
酒

が
運
び
込
ま
れ
た
。

も
ぐ
り
酒
場
。
バ
ー
の
表
の
扉
は
閉
じ
て
お
り
、
小
さ
な
覗
き
窓
か
ら
会
員
証
を
提
示
す
る
と
中
に
入
れ
る
。
酒
瓶
の
並
ん
だ
棚
は
回
転
式
の

隠
し
戸
と
な
っ
て
お
り
、
手
入
れ
が
あ
る
と
き
は
棚
を
裏
に
廻
し
た
。
等
々
、
こ
の
辺
り
は
ギ
ャ
ン
グ
映
画
で
よ
く
出
て
く
る
場
面
で
あ
る
。

バ
ス
タ
ブ
・
ジ
ン
（bath

tu
b-gin

）
＝
浴
槽
を
利
用
し
て
密
造
し
た
ジ
ン
。
ギ
ャ
ン
グ
が
密
造
し
て
大
量
に
売
出
し
、
そ
の
た
め
に
ジ
ン
が
出

回
り
、
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

隠
語：

m
oon

sh
in

e

（
密
造
酒
＝
月
明
か
り
の
中
で
製
造
）bootlegger

（
長
靴
の
脛
の
部
分
に
酒
瓶
を
隠
し
て
運
ぶ
）sp

eakeasy

（
内
緒
で
酒

を
注
文
す
る
）ru

m
ru

n
n

er

（
密
輸
業
者
）

3）

ド
ラ
ッ
グ
・
ス
ト
ア
の
規
制
強
化：

２
５
０
０
０
ド
ル
相
当
の
薬
品
の
ス
ト
ッ
ク
を
要
件
化
な
ど
。

ヴ
ォ
ル
ス
テ
ッ
ド
法
修
正
を
求
め
る
動
き
＝
ア
ル
コ
ー
ル
度
0.5
％
未
満
を
2.75
％
に
改
正
す
る
か
（
ビ
ー
ル
を
認
め
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
は
禁
止
）
社
会

浄
化
　→

社
会
の
問
題
噴
出
、
様
々
な
問
題
が
出
て
き
た
。
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４．

密
造
酒
・
輸
入
酒
　
ギ
ャ
ン
グ

1）

禁
酒
法
の
歴
史
は
、
密
造
酒
・
輸
入
酒
に
対
す
る
規
制
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
裏
社
会
―
ギ
ャ
ン
グ
の
代
表
的
な
存
在
は
シ
カ
ゴ
の
ギ

ャ
ン
グ
、
ア
ル
カ
ポ
ネ
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
連
邦
法
が
絡
ん
で
い
る
。
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。

彼
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
シ
カ
ゴ
に
呼
び
出
さ
れ
て
来
た
の
は
１
９
２
０
年
で
、
禁
酒
法
施
行
の
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
の
シ
カ
ゴ
の
暗
黒
街

は
、
コ
ロ
シ
モ
他
が
仕
切
っ
て
い
た
。
１
９
１
８
年
頃
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
ト
リ
オ
が
来
て
、
コ
ロ
シ
モ
の
部
下
と
な
っ
た
。
コ
ロ
シ
モ
は
従

来
通
り
の
仕
切
り
で
や
ろ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
ト
リ
オ
は
禁
酒
法
が
発
効
し
た
ら
酒
で
仕
切
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
２
人
の
間
で
は
意
見
が

一
致
し
て
い
な
か
っ
た
。
禁
酒
法
発
効
後
の
１
９
２
０
年
５
月
、
コ
ロ
シ
モ
は
誰
か
に
頭
を
撃
ち
抜
か
れ
殺
さ
れ
た
。
ト
リ
オ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
電
報
を
打
ち
、
ア
ル
カ
ポ
ネ
を
呼
び
寄
せ
た
。
彼
が
21
歳
の
頃
で
あ
っ
た
。
ト
リ
オ
は
そ
の
収
入
（
年
収
10
万
ド
ル
）
の
４
分
の
１
と
密
造
酒

か
ら
の
収
入
の
２
分
の
１
を
ア
ル
カ
ポ
ネ
に
与
え
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
ア
ル
カ
ポ
ネ
は
中
古
家
具
店
主
を
名
乗
り
な
が
ら
ポ
ン
引
き
兼
用
心
棒

か
ら
始
め
、
や
が
て
賭
博
場
・
サ
ル
ー
ン
そ
の
他
の
あ
る
通
り
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

１
９
２
２
年
８
月
、
ア
ル
カ
ポ
ネ
は
酔
っ
払
い
運
転
で
タ
ク
シ
ー
に
ぶ
つ
け
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手
を
暴
行
し
た
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
た
。
初
め
て

新
聞
報
道
も
さ
れ
た
が
揉
み
消
さ
れ
た
。
ト
リ
オ
の
収
入
は
10
万
ド
ル
か
ら
酒
の
輸
送
な
ど
で
４
５
０
０
万
ド
ル
に
上
が
っ
た
。
他
の
ギ
ャ
ン
グ

一
家
と
の
抗
争
が
始
ま
り
、
ト
リ
オ
が
重
傷
を
負
い
、
す
べ
て
の
財
産
を
ア
ル
カ
ポ
ネ
に
譲
っ
た
。
抗
争
は
続
い
て
い
た
。
１
９
２
６
年
９
月
、

ホ
ー
ソ
ン
・
ホ
テ
ル
で
マ
シ
ン
ガ
ン
等
に
よ
り
射
撃
さ
れ
た
が
ア
ル
カ
ポ
ネ
は
何
と
か
免
れ
た
。

2）

さ
て
有
名
な
１
９
２
９
年
２
月
14
日
、
聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
大
虐
殺
。
ギ
ャ
ン
グ
・
モ
ー
ラ
ン
に
、
酒
を
廻
し
た
い
が
ど
う
か
と
電
話

連
絡
が
あ
り
、
モ
ー
ラ
ン
は
明
朝
10
時
半
に
ヘ
イ
ヤ
ー
・
ガ
レ
ー
ジ
に
運
び
込
め
と
指
示
し
た
。
そ
の
時
刻
に
モ
ー
ラ
ン
が
ガ
レ
ー
ジ
に
近
づ
く

一
七



ア
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・
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と
権
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係
―

一
八

と
、
幌
を
付
け
た
大
型
自
動
車
が
止
ま
り
、
警
官
服
の
男
た
ち
が
ガ
レ
ー
ジ
の
中
に
入
っ
て
い
く
の
が
見
え
た
。
モ
ー
ラ
ン
は
姿
を
隠
し
た
。
ガ

レ
ー
ジ
の
中
に
は
７
人
が
酒
を
積
ん
だ
車
を
待
っ
て
い
た
。
警
官
（
制
服
３
人
・
私
服
２
人
）
は
ガ
レ
ー
ジ
に
入
る
と
７
人
に
両
手
を
上
げ
て
壁

に
向
か
っ
て
立
た
せ
、
銃
を
乱
射
し
た
。
７
人
は
床
に
崩
れ
落
ち
た
。

3）

同
年
５
月
16
日
、
ア
ル
カ
ポ
ネ
は
銃
器
不
法
所
持
で
逮
捕
さ
れ
、
翌
年
３
月
17
日
に
釈
放
さ
れ
シ
カ
ゴ
に
戻
っ
た
。
１
９
３
１
年
10
月
16
日
、

彼
は
、F

B
I

（
連
邦
捜
査
局
）
に
よ
り
脱
税
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。
陪
審
裁
判
に
よ
り
、
禁
錮
刑
11
年
と
罰
金
刑
５
万
ド
ル
に
処
せ
ら
れ
、
ア
ト

ラ
ン
タ
の
連
邦
刑
務
所
に
送
ら
れ
、
次
い
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
に
あ
る
ア
ル
カ
ト
ラ
ズ
島
の
連
邦
刑
務
所
に
転
送
さ
れ
、
そ
の
後
、
刑
期
を

終
え
て
出
所
し
た
。
墓
は
シ
カ
ゴ
の
西
方
に
あ
る
（
墓
碑
表
示
＋A

lp
h

on
se

C
ap

on
e

1899-1947
M

y
Jesu

s
M

ercy

）。

4）

ア
ル
カ
ポ
ネ
（
ア
メ
リ
カ
人
は
ア
ル
カ
ポ
ー
ン
と
発
音
す
る
。）
は
、
イ
タ
リ
ア
・
ナ
ポ
リ
か
ら
の
移
民
の
子
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
生

ま
れ
た
。
シ
チ
リ
ア
（
シ
シ
リ
ー
島
）
出
身
の
「
マ
フ
ィ
ア
」
に
は
入
れ
ず
、
ギ
ャ
ン
グ
で
あ
る
。

５．

連
邦
禁
酒
法
の
廃
止

1）

１
９
２
８
年
初
め
頃
か
ら
株
価
の
低
迷
が
始
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
年
は
大
統
領
選
挙
の
年
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
も
禁
酒
法
の
存
亡
に
対
す
る

ド
ラ
イ
派
と
ウ
ェ
ッ
ト
派
の
攻
防
戦
が
み
ら
れ
た
。
大
統
領
選
で
は
現
状
維
持
で
収
ま
っ
た
も
の
の
、
ド
ラ
イ
派
の
退
潮
が
見
ら
れ
始
め
、
フ
ー

バ
ー
大
統
領
（
共
和
党
）
就
任
後
の
１
９
２
９
年
３
月
に
全
国
禁
酒
法
改
革
女
性
協
会W

O
N

P
R

が
設
立
さ
れ
、
禁
酒
法
下
の
腐
敗
と
偽
善
に
対

す
る
変
革
を
求
め
る
動
き
を
始
め
た
。
１
９
２
９
年
10
月
24
日
　
ウ
ォ
ー
ル
街
の
株
大
暴
落
か
ら
世
界
大
恐
慌
に
展
開
し
た
。
ウ
ェ
ッ
ト
派
は
、

禁
酒
法
は
失
業
と
欠
乏
の
真
の
原
因
で
あ
る
等
と
し
て
禁
酒
法
の
廃
止
を
求
め
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
打
っ
た
。
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2）

政
府
は
景
気
回
復
策
の
た
め
に
追
わ
れ
、
大
統
領
は
禁
酒
法
維
持
の
姿
勢
で
禁
酒
法
に
対
し
て
は
後
回
し
に
し
て
い
た
。
１
９
３
２
年
は
大

統
領
選
の
年
で
あ
っ
た
。
共
和
党
は
禁
酒
法
維
持
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
が
、
こ
の
年
に
は
一
般
大
衆
の
反
応
を
無
視
で
き
ず
、
そ
の
綱
領
に
若

干
の
修
正
を
加
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
民
主
党
で
も
議
論
が
な
さ
れ
将
来
的
に
廃
止
の
方
向
を
示
し
、
候
補
者
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
禁
酒
法
廃

止
を
明
言
し
て
大
統
領
選
に
臨
み
、
選
ば
れ
た
。

3）

フ
ー
バ
ー
大
統
領
は
任
期
の
残
り
僅
か
と
な
っ
た
時
期
に
、
禁
酒
法
廃
止
の
方
向
で
動
き
、
１
９
３
２
年
12
月
開
会
の
議
会
に
ビ
ー
ル
の
合

法
化
法
案
を
提
出
し
、
下
院
で
可
決
（
２
３
０
対
１
６
５
で
賛
成
）
し
た
が
、
上
院
で
は
棚
上
げ
と
な
っ
た
。
翌
１
９
３
３
年
２
月
、
修
正
第
18

条
を
廃
止
す
る
旨
の
修
正
第
21
条＊
の
提
案
が
上
院
（
63
対
23
で
賛
成
）
で
承
認
、
２
日
後
、
下
院
（
２
８
９
対
１
２
１
で
賛
成
）
で
も
承
認
さ
れ

た
。

＊
連
邦
憲
法
修
正
第
21
条：

修
正
第
18
条
の
廃
止
。
州
と
準
州
の
関
連
諸
法
に
違
反
し
て
、
飲
用
ア
ル
コ
ー
ル
の
引
渡
し
ま
た
は
使
用
す
る
た
め
、
輸
送
ま
た
は
輸
入
す
る

こ
と
を
禁
止
す
る
。

憲
法
修
正
第
21
条
に
関
す
る
州
の
批
准
は
、
要
件
の
36
番
目
の
批
准
が
11
月
７
日
に
な
さ
れ
（
12
月
５
日
に
施
行
）、
禁
酒
法
が
廃
止
さ
れ
た
。

し
か
し
、
州
法
は
存
続
し
て
い
た
。

そ
の
間
、
１
９
３
３
年
３
月
４
日
に
就
任
し
た
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
、
早
速
、
ヴ
ォ
ル
ス
テ
ッ
ド
法
を
改
正
し
て
ビ
ー
ル
（
ア
ル
コ
ー
ル

含
有
量
3.2
％
以
下
）
の
製
造
・
販
売
を
自
由
化
す
る
法
案
を
提
案
し
、
下
院
（
３
１
６
対
９
７
で
賛
成
）
・
上
院
（
43
対
30
で
賛
成
）
で
可
決
さ

れ
た
。

h
ttp
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ア
メ
リ
カ
の
連
邦
と
州
　
―
そ
の
法
制
度
・
法
と
権
限
関
係
―

二
〇

（
参
考
文
献
）

歴
史
的
事
実
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
に
左
記
の
文
献
な
ど
を
参
照
し
た
（
文
献
に
よ
り
、
年
号
・
記
載
内
容
等
に
違
い
が
み
ら
れ
る
部
分
が
あ
り
―
調
べ
の
対
象
が
対
象
だ
け

に
歴
史
的
確
定
が
難
し
い
か
ら
で
あ
ろ
う
―
、
本
文
中
に
は
個
別
の
注
表
記
は
し
な
か
っ
た
。）。

岡
本
勝
『
ア
メ
リ
カ
禁
酒
運
動
の
軌
跡
―
植
民
地
時
代
〜
全
国
禁
酒
法
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
１
９
９
４
）

小
田
基
『
禁
酒
法
の
ア
メ
リ
カ
』（P

H
P

研
究
所
１
９
８
４
）

新
川
健
三
郎
「
禁
酒
法
―
試
み
と
挫
折
」
東
大
公
開
講
座
『
酒
』（
東
大
出
版
会
１
９
７
６
）

竹
山
博
英
『
マ
フ
ィ
ア
―
そ
の
神
話
と
現
実
』（
講
談
社
１
９
９
１
）

Ⅲ
―
２．

ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
　
　
歴
史
的
背
景
・
産
業
・
地
域
発
展
―
連
邦
と
州
の
権
限
関
係

は
じ
め
に

ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
に
関
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
制
度
の
基
本
問
題
で
あ
る
連
邦
・
州
の
権
限
関
係
も
係
わ
っ
て
お
り
、
州
内
の
鉄
道
は
州
、
州

と
州
を
跨
る
州
際
の
鉄
道
は
連
邦
が
管
轄
権
を
有
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
鉄
道
の
発
展
史
に
は
、
州
と
連
邦
の
権
限
の
巧
み
な
使
い
分
け

が
み
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
地
勢
に
も
触
れ
な
が
ら
、
そ
の
歴
史
的
展
開
を
み
て
み
よ
う
。

ア
メ
リ
カ
東
部
は
ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈
に
よ
り
東
海
岸
部
と
中
西
部
が
隔
て
ら
れ
て
お
り
、
鉄
道
敷
設
以
前
の
交
通
は
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
流
域
・
オ

ハ
イ
オ
川
・
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
川
・
五
大
湖
の
水
路
系
を
利
用
し
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
河
川
・
五
大
湖
と
東
海
岸
を
結
ぶ
た

め
に
運
河
を
掘
削
し
、
特
に
、
１
８
２
５
年
に
開
通
し
た
エ
リ
ー
運
河
に
よ
り
五
大
湖
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
結
ば
れ
（
エ
リ
ー
湖
畔
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
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と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
オ
ル
バ
ニ
ー
間
３
６
３
マ
イ
ル
）、
こ
れ
に
刺
激
を
受
け
て
東
海
岸
の
都
市
が
運
河
掘
削
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
運
河
は

冬
季
に
は
数
カ
月
に
亘
り
凍
結
す
る
、
洪
水
・
旱
魃
時
に
利
用
で
き
な
い
、
ま
た
運
河
は
平
地
に
し
か
掘
削
で
き
な
い
と
い
う
難
点
が
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
鉄
道
に
刺
激
さ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
東
海
岸
で
も
鉄
道
会
社
設
立
の
動
き
が
出
て
き
て
、
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
＆
オ
ハ
イ
オ
Ｂ
＆
Ｏ
会
社
が

１
８
２
７
年
に
設
立
さ
れ
、
１
８
３
０
年
か
ら
鉄
道
運
輸
を
開
始
し
た
。
機
関
車
・
レ
ー
ル
な
ど
は
ア
メ
リ
カ
で
は
ま
だ
製
造
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
レ
ー
ル
生
産
開
始
は
１
８
３
７
年
頃
で
あ
る
。

１
８
３
０
年
代
は
ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
建
設
の
始
ま
り
の
時
代
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
の
特
色
は
、
国
鉄
で
な
く
私
鉄
で
あ
り
、
初
期
は
、

民
間
の
会
社
が
町
か
ら
町
の
間
に
鉄
道
を
敷
設
し
て
運
営
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
会
社
間
の
レ
ー
ル
は
接
続
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
ゲ
ー
ジ
（
軌
条
幅
）

も
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。
鉄
道
会
社
は
長
距
離
建
設
を
計
画
し
た
が
、
運
河
会
社
・
他
州
・
他
社
な
ど
の
反
対
が
あ
り
、
都

市
間
の
鉄
道
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。

ま
た
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
制
度
の
基
本
問
題
で
あ
る
連
邦
・
州
の
権
限
関
係
も
当
然
に
係
わ
っ
て
お
り
、
州
内
の
鉄
道
は
州
、
州
と
州
を
跨
る
州
際

の
鉄
道
は
連
邦
が
管
轄
権
を
有
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
鉄
道
の
画
期
的
事
件
は
、
１
８
６
９
年
５
月
10
日
の
大
陸
横
断
鉄
道
の
完
成
で
あ
る
。
東
と
西
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
ユ
ニ
オ
ン
・
パ
シ
フ

ィ
ッ
クU

P

鉄
道
と
セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
クC

P

鉄
道
が
鉄
道
の
敷
設
を
し
、
ユ
タ
準
州
プ
ロ
モ
ン
ト
リ
ー
（
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
・
シ
テ
ィ
ー
北

の
オ
グ
デ
ン
の
西
方
向
）
で
接
続
し
た
。
レ
ー
ル
の
ゲ
ー
ジ
は
イ
ギ
リ
ス
の
標
準
で
Ｂ
＆
Ｏ
が
採
用
し
て
い
た
４
フ
ィ
ー
ト
８.

５
イ
ン
チ

（1.435m

）
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
で
、
各
社
も
こ
の
ゲ
ー
ジ
に
揃
え
る
動
き
が
出
て
き
た
。

鉄
道
は
、
当
初
は
運
河
と
の
競
争
で
、
次
第
に
乗
客
・
貨
物
輸
送
を
奪
っ
た
。
ま
た
鉄
道
の
盛
衰
は
戦
争
と
も
係
わ
っ
た
。二

一



ア
メ
リ
カ
の
連
邦
と
州
　
―
そ
の
法
制
度
・
法
と
権
限
関
係
―

二
二

１
９
０
０
年
代
に
は
道
路
整
備
と
自
動
車
の
発
達
に
よ
り
、
自
動
車
と
の
競
争
で
あ
り
、
さ
ら
に
航
空
機
と
の
競
争
と
な
っ
た
。
貨
物
は
ま
だ
鉄

道
が
使
わ
れ
た
が
、
旅
客
は
自
動
車
・
航
空
機
と
の
競
争
に
は
劣
っ
た
。
鉄
道
に
対
す
る
連
邦
政
府
の
財
政
支
援
に
よ
り
、
ア
ム
ト
ラ
ッ
ク
が
１
９

７
１
年
に
運
行
を
始
め
た
。
次
い
で
貨
物
に
つ
い
て
も
１
９
７
６
年
に
コ
ン
レ
ー
ル
・
統
合
鉄
道
公
社
を
設
立
し
、
北
東
・
中
西
部
の
破
産
し
た
６

鉄
道
会
社
を
統
合
し
て
運
営
を
開
始
し
た
。

Ⅰ．

鉄
道
前
史

ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
の
理
解
の
た
め
に
、
ま
ず
ア
メ
リ
カ
の
地
理
と
歴
史
を
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。

１．

植
民
地
時
代
〜
ア
メ
リ
カ
独
立
（
１
７
７
６
年
）

ア
メ
リ
カ
独
立
以
前
の
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
は
、
ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈
東
の
大
西
洋
岸
に
沿
っ
た
位
置
に
あ
り
、
海
上
運
送
に
よ
り
物
流
が
で
き
、

港
に
都
市
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
次
い
で
、
英
仏
戦
争
（
フ
レ
ン
チ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
戦
争
１
７
５
４
〜
６
３
年
）
の
勝
利
（
１
７
６
３
年
２
月

パ
リ
条
約
）
で
得
た
ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈
の
西
か
ら
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
東
岸
ま
で
の
地
域
を
領
土
と
し
て
拡
張
す
る
と
（
イ
ギ
リ
ス
領
土
、
１
７
８
３

年
９
月
パ
リ
講
和
条
約
・
植
民
地
独
立
承
認
）、
ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈
越
え
に
よ
る
交
流
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
物
流
は
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
と
そ
れ

に
注
ぐ
支
流
、
例
え
ば
、
オ
ハ
イ
オ
川
・
イ
リ
ノ
イ
川
な
ど
が
利
用
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
か
ら
海
上
輸
送
の
方
法
が
採
ら
れ
る
な
ど
、
南

北
方
向
は
利
用
で
き
た
が
、
東
西
方
向
が
問
題
で
あ
っ
た
。
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２．

ア
メ
リ
カ
の
領
土
拡
大

ア
メ
リ
カ
の
領
土
拡
大
に
関
し
て
、
１
８
０
３
年
の
ル
イ
ジ
ア
ナ
・
パ
ー
チ
ェ
ス
は
大
事
件
の
一
つ
で
あ
る
。
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
と
支
流
の
流
域

は
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
長
年
、
広
い
範
囲
に
亘
り
探
検
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
上
記
の
パ
リ
条
約
に
よ
り
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ

川
以
西
は
ス
ペ
イ
ン
が
取
得
し
て
い
た
が
、
１
８
０
０
年
10
月
に
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
以
西
で
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
以
東
は
フ
ラ
ン
ス
に
譲
渡
さ
れ
た
。
そ

の
地
域
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
は
譲
渡
を
望
み
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
第
３
代
大
統
領
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
交
渉
の
為
に
特
使
を
派
遣
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
割
譲
の
意
思
を
示
し
た
。
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
大
統
領
は
直
ち
に
応
じ
て
、
１
８
０
３
年
４
月
30
日
、
１
５
０
０
万
ド
ル
で
の

購
入
契
約
を
締
結
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
領
で
あ
っ
た
フ
ロ
リ
ダ
地
域
に
つ
い
て
は
１
８
１
９
年
２
月
22
日
、
５
０
０
万
ド
ル
で
購
入
し
た
。

ル
イ
ジ
ア
ナ
・
パ
ー
チ
ェ
ス
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
人
は
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
を
渡
り
、
大
西
部
へ
の
躍
進
が
始
ま
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
領
で
あ
っ
た
テ

キ
サ
ス
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
へ
も
移
り
住
む
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
１
８
２
１
年
に
メ
キ
シ
コ
が
ス
ペ
イ
ン
か
ら
独
立
す
る
と
ス
ペ
イ
ン
領
は
メ

キ
シ
コ
領
と
な
り
、
メ
キ
シ
コ
人
と
ア
メ
リ
カ
人
と
の
間
で
摩
擦
が
生
じ
始
め
た
。
テ
キ
サ
ス
で
は
、
ア
ラ
モ
の
砦
の
戦
い
（
１
８
３
６
年
２
月
23

日
〜
３
月
６
日
）の
間
の
同
年
３
月
２
日
に
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
独
立
を
宣
言
し
テ
キ
サ
ス
共
和
国
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
テ
キ
サ
ス
共
和
国
は
１
８

４
５
年
12
月
29
日
ま
で
存
続
し
、
ア
メ
リ
カ
に
28
番
目
の
州
と
し
て
併
合
さ
れ
た
（
奴
隷
州
で
あ
っ
た
た
め
に
直
ぐ
に
は
併
合
で
き
な
か
っ
た
。）。

ま
た
１
８
４
６
年
４
月
に
リ
オ
・
グ
ラ
ン
デ
川
で
の
戦
闘
を
機
に
メ
キ
シ
コ
と
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
が
始
ま
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
北
の
ソ
ノ

マ
で
、
同
年
６
月
14
日
に
ベ
ア
・
フ
ラ
ッ
グ
共
和
国
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
）
と
し
て
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
独
立
を
宣
言
し
、
そ
の
後
、
１
８
４
８
年

２
月
２
日
、
グ
ァ
ダ
ル
ベ
・
イ
ダ
ル
ゴ
条
約
が
メ
キ
シ
コ
・
ア
メ
リ
カ
間
で
調
印
さ
れ
て
リ
オ
・
グ
ラ
ン
デ
川
以
北
を
ア
メ
リ
カ
の
領
土
と
し
、

二
三



ア
メ
リ
カ
の
連
邦
と
州
　
―
そ
の
法
制
度
・
法
と
権
限
関
係
―

二
四

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ネ
ヴ
ァ
ダ
・
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
の
一
部
を
５
０
０
万
ド
ル
で
譲
渡
さ
せ
た
。
実
は
、
そ
の
間
、
１
８
４
８
年
１
月
24
日
に
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
北
東
の
コ
ロ
マ
で
金
が
発
見
さ
れ
て
い
た
が
暫
く
は
秘
密
に
さ
れ
て
い
た
。
同
年
12
月
５
日
に
大
統
領
教
書
で
金
発
見
を
発
表

す
る
と
、
翌
１
８
４
９
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
東
部
か
ら
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
人
々
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
金
探
し
に
押
し
寄
せ
、
ゴ
ー
ル

ド
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
っ
た
（4

9
ers

フ
ォ
ー
テ
ィ
・
ナ
イ
ナ
ー
ズ
と
い
う
。
４
８
０
０
０
人
に
も
上
っ
た
と
い
う
。）。
１
８
５
０
年
に
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
は
ア
メ
リ
カ
31
番
目
の
州
と
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
北
西
部
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
北
の
オ
レ
ゴ
ン
地
域
は
、
英
米
の
共
同
占
領
地
で
あ
っ
た
が
、
１
８
４
６
年
に
カ
ナ
ダ
と
の
間
で
オ

レ
ゴ
ン
協
定
を
締
結
し
て
、
オ
レ
ゴ
ン
を
分
割
し
、
国
境
線
を
画
定
し
た
。

３．

交
通
手
段
　
幌
馬
車
、
海
・
川
と
運
河
の
時
代

交
通
手
段
は
、
ま
ず
は
陸
上
輸
送
で
、
西
部
劇
で
お
馴
染
み
の
幌
馬
車
・
駅
馬
車
で
あ
る
が
、
次
に
河
川
を
利
用
し
た
交
通
で
あ
る
。
五
大
湖
、

オ
ン
タ
リ
オ
湖
か
ら
大
西
洋
に
注
ぐ
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
川
、
中
西
部
を
南
へ
流
れ
メ
キ
シ
コ
湾
に
注
ぐ
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
、
そ
の
支
流
で
あ
る
オ

ハ
イ
オ
川
な
ど
の
水
路
系
を
利
用
し
て
交
通
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
南
北
の
動
き
で
あ
っ
た
。
フ
ル
ト
ン
が
１
８
０
７
年
に
ハ
ド
ソ
ン
川
で
蒸
気

ボ
ー
ト
を
運
航
し
、
そ
の
後
、
オ
ハ
イ
オ
川
・
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
で
も
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。

東
西
の
交
通
に
は
、
人
工
的
に
、
運
河
の
建
設
で
対
応
さ
れ
た
。
運
河
は
１
７
９
４
年
頃
か
ら
投
資
（
完
成
距
離
30
マ
イ
ル
）
さ
れ
て
い
る
が
、

１
８
２
５
年
に
エ
リ
ー
運
河
が
エ
リ
ー
湖
畔
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
オ
ル
バ
ニ
ー
間
（
３
６
３
マ
イ
ル
）
に
開
通
し
て
、
オ
ル
バ
ニ

ー
か
ら
ハ
ド
ソ
ン
河
を
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ま
で
下
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
刺
激
さ
れ
て
、
１
８
３
２
年
に
オ
ハ
イ
オ
運
河
（
ク
リ
ー
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ブ
ラ
ン
ド
と
ポ
ー
ツ
マ
ス
間
３
２
３
マ
イ
ル
）、
１
８
３
４
年
に
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
運
河
（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
と
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
間
３
９
９

マ
イ
ル
）、
１
８
４
２
年
に
マ
イ
ア
ミ
運
河
（
ト
レ
ド
と
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
間
）
な
ど
が
建
設
さ
れ
、
公
共
投
資
と
し
て
伸
び
て
お
り
、
時
期
的
に

鉄
道
建
設
が
始
ま
っ
て
も
投
資
が
続
い
て
い
る
。

Ⅱ．

鉄
道
の
時
代

１．

会
社
設
立

ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
の
時
代
以
前
か
ら
国
内
開
発
は
州
中
心
で
あ
っ
て
、
鉄
道
の
時
代
に
な
っ
て
も
ま
ず
は
同
じ
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
建
設
は
民
間
会
社
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。
当
初
は
、
州
政
府
に
よ
る
開
発
政
策
が
採
ら
れ
て
い
た
が
、
州

財
政
の
圧
迫
の
た
め
に
、
民
間
主
体
と
し
て
州
政
府
が
資
金
面
で
の
援
助
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
即
ち
、
株
式
会
社
の
資
金
は
事
業
者
の
自
己
資

金
調
達
、
州
政
府
・
地
方
自
治
体
か
ら
の
援
助
投
融
資
が
あ
る
。
州
政
府
は
鉄
道
公
債
を
発
行
し
て
国
内
の
み
な
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
も
資
金

を
調
達
し
て
い
る
。

鉄
道
会
社
は
株
式
会
社
で
、
州
が
鉄
道
事
業
設
立
認
可
を
し
て
規
制C

h
arter

R
egu

lation

す
る
方
式
が
採
ら
れ
て
い
た
が
、
１
８
５
０
年
前

後
に
は
州
に
よ
り
自
由
鉄
道
法

F
ree

R
ailroad

L
aw

が
制
定
さ
れ
、
誰
で
も
鉄
道
事
業
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
１
８
４
８
年
オ
ハ
イ
オ
州
法
、
１
８
５
０
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
（
１
８
１
１
年
一
般
会
社
法
あ
り
）、
１
８
５
１
年
ア
イ
オ
ワ
州
法
が

あ
る
。

二
五



ア
メ
リ
カ
の
連
邦
と
州
　
―
そ
の
法
制
度
・
法
と
権
限
関
係
―

二
六

州
の
規
制
は
、
運
賃
決
定
に
つ
い
て
も
な
さ
れ
、
旅
客
・
貨
物
運
賃
の
最
高
率
規
制
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
例
）

資
本
金
　
　
　
株
主
　
　
　
　
株
式
額
面

＊
ボ
ス
ト
ン
＆
ウ
ー
ス
タ
ー
鉄
道
会
社
　
　
４
５
０
万
ド
ル
　
２
４
７
６
名
　
１
０
０
ド
ル
（
１
８
６
０
年
11
月
）

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
鉄
道
会
社
　
　
　
３
０
２
８
万
ド
ル
　
４
２
０
５
名

５
０
ド
ル
（
１
８
６
１
年
１
月
）

２．

鉄
道
建
設

鉄
道
会
社
の
認
可
は
州
単
位
で
あ
り
、
資
本
金
が
少
な
い
小
規
模
会
社
も
結
構
あ
り
、
そ
の
路
線
は
数
百
マ
イ
ル
か
ら
数
マ
イ
ル
と
い
う
よ
う

に
様
々
で
あ
っ
た
（
例
え
ば
、
認
可
件
数
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
場
合
、
１
８
２
０
〜
２
９
年
９
件
、
１
８
３
０
〜
３
９
年
１
１
１
件
、
１
８
４

０
〜
４
５
年
６
件
）。
し
か
も
鉄
道
の
ゲ
ー
ジ
（
軌
条
幅
）
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。

東
部
の
都
市
と
し
て
は
、
中
西
部
の
経
済
圏
（
例
え
ば
農
産
物
）
で
あ
る
エ
リ
ー
湖
、
オ
ハ
イ
オ
川
周
辺
の
都
市
と
の
交
通
を
必
要
と
し
た
。

エ
リ
ー
運
河
の
１
８
２
５
年
開
通
は
刺
激
を
与
え
た
。
エ
リ
ー
湖
畔
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ま
で
、
以
前
は
20
日
で
輸
送
費
は
ト
ン

当
た
り
１
０
０
ド
ル
か
か
っ
て
い
た
の
が
運
河
開
通
後
は
６
日
で
５
ド
ル
と
な
っ
た
。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
は
、
西
に
は
ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈
が
あ
る
た

め
に
運
河
は
無
理
で
あ
り
、
鉄
道
に
よ
る
オ
ハ
イ
オ
川
岸
と
の
交
通
に
よ
る
こ
と
と
し
、
１
８
２
７
年
に
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
＆
オ
ハ
イ
オ
Ｂ
＆
Ｏ
鉄

道
会
社
を
設
立
し
、
１
８
５
２
年
１
２
月
に
オ
ハ
イ
オ
川
岸
の
ウ
ィ
ー
リ
ン
グ
ま
で
鉄
道
を
開
通
さ
せ
た
（
３
８
０
マ
イ
ル
）。
途
中
の
地
点
か

ら
ワ
シ
ン
ト
ンD

.C
.

へ
分
岐
線
を
建
設
し
て
１
８
３
５
年
８
月
に
開
通
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
１
８
４
０
年
代
後
半
か
ら
50
年
代
初
め
に
か
け
て
、

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
鉄
道
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
エ
リ
ー
鉄
道
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ルN

Y
C

鉄
道
（
８
鉄
道
の
統
合
）
が
開
業
し
、
４
大
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鉄
道
が
東
部
と
中
西
部
を
結
ん
で
輸
送
を
し
て
い
る
。

３．

運
河
と
の
競
争
・
鉄
道
会
社
の
統
合

鉄
道
事
業
は
初
め
か
ら
他
の
輸
送
手
段
、
特
に
、
運
河
と
の
競
争
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
。
運
河
は
大
資
本
を
投
じ
て
掘
削
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り

訴
訟
を
し
て
で
も
競
争
者
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
。
例
え
ば
、
１
８
２
８
年
６
月
、
Ｂ
＆
Ｏ
会
社
設
立
後
早
速
に
土
地
取
得
に
対
す
る
反
対
訴
訟

が
運
河
業
者
か
ら
提
起
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
内
の
運
河
に
対
し
て
鉄
道
の
貨
物
量
は
１
８
５
５
年
以
降
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
運
河

の
輸
送
は
減
少
を
始
め
て
お
り
、
鉄
道
に
代
替
し
て
い
く
。

当
初
は
小
規
模
の
鉄
道
会
社
が
乱
立
し
て
い
た
た
め
、
１
８
４
０
年
代
後
半
か
ら
50
年
代
初
め
に
か
け
て
、
そ
れ
ら
を
統
合
す
る
動
き
が
出
て

き
た
。
大
規
模
な
統
合
は
１
８
５
３
年
の
８
鉄
道
の
統
合
を
行
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ルN

Y
C

鉄
道
で
あ
る
。

４．

ゲ
ー
ジ
（
軌
条
幅
）
・
鉄
道
時
刻

１）

ゲ
ー
ジ：

小
規
模
鉄
道
会
社
の
乱
立
は
ま
た
ゲ
ー
ジ
も
ま
ち
ま
ち
と
な
っ
て
い
た
。
鉄
道
は
州
内
で
、
町
と
町
を
結
ん
だ
が
、
会
社
毎
に
ゲ

ー
ジ
が
異
な
っ
て
い
た
た
め
に
鉄
道
は
接
続
せ
ず
（
ゲ
ー
ジ
の
種
類
が
23
種
あ
っ
た
と
い
う
。）、
ひ
と
つ
の
鉄
道
を
降
り
て
次
の
別
会
社
の
鉄
道

に
乗
り
換
え
、
貨
物
は
積
み
替
え
が
必
要
で
あ
っ
た
。
Ｂ
＆
Ｏ
は
イ
ギ
リ
ス
の
標
準
ゲ
ー
ジ
４
フ
ィ
ー
ト
８.

５
イ
ン
チ
を
採
用
し
て
い
た
が
、

西
部
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
広
軌
の
５
フ
ィ
ー
ト
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
ゲ
ー
ジ
の
統
一
は
後
述
の
大
陸
横
断
鉄
道
で
Ｂ
＆
Ｏ
規
格
の
４
フ
ィ

ー
ト
８.

５
イ
ン
チ
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
で
な
さ
れ
た
。

二
七
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―

二
八

2）

標
準
時：

ア
メ
リ
カ
の
時
刻
の
標
準
時
は
、
現
在
は
４
時
間
帯
―
東
・
中
央
・
山
・
太
平
洋
の
４
時
刻
―
あ
る
が
、
当
時
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
毎
に
時
刻
が
あ
っ
た
。
鉄
道
が
広
域
に
動
き
始
め
る
と
時
刻
の
設
定
が
問
題
と
な
っ
た
。
鉄
道
の
ダ
イ
ヤ
は
鉄
道
会
社
の
本
社
の
時
刻
で
組

ま
れ
て
い
た
。
１
８
８
３
年
11
月
、
上
記
４
つ
が
鉄
道
標
準
時
と
し
て
協
定
さ
れ
、
１
９
１
８
年
に
連
邦
に
よ
り
採
用
さ
れ
て
国
家
の
制
度
と
な

っ
た
。

５．

レ
ー
ル
生
産
・
鉄
鋼
業

1）

レ
ー
ル：

鉄
道
会
社
が
敷
設
す
る
レ
ー
ル
は
、
当
初
の
１
８
３
０
年
前
後
は
ア
メ
リ
カ
で
は
生
産
が
で
き
ず
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
で
あ
っ

た
。
そ
の
代
金
支
払
い
と
の
関
連
で
外
資
導
入
を
図
っ
て
い
る
例
も
み
ら
れ
る
。
即
ち
、
鉄
道
証
券
発
行
、
株
式
発
行
に
よ
り
資
金
調
達
を
し
て

い
る
。
１
８
３
７
年
頃
か
ら
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
で
レ
ー
ル
生
産
が
始
ま
り
、
１
８
４
１
〜
４
８
年
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
で
７
社
が
レ
ー
ル
生
産

を
開
始
し
、
１
８
５
０
年
代
に
は
15
社
が
生
産
し
て
い
る
。

最
初
の
頃
の
レ
ー
ル
の
型
は
木
材
ま
た
は
石
材
の
上
部
に
鋳
鉄
板＊
を
張
り
付
け
た
も
の
で
、
脆
く
て
長
く
は
持
た
ず
、
金
属
疲
労
を
起
こ
し
て

折
れ
、
脱
線
・
転
覆
事
故
が
起
き
た
と
い
わ
れ
る
。

＊
鋳
鉄
と
は
、
鉄
鉱
石
を
溶
鉱
炉
に
入
れ
て
燃
焼
し
銑
鉄
と
し
て
産
出
し
た
も
の
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
炭
素
分
が
あ
り
鋼
に
は
な
っ
て
い
な
い
た
め
に
脆
い
。
鋳
鉄
・
銑
鉄

は
鋳
型
に
用
い
ら
れ
る
。

鉄
道
の
輸
送
量
が
増
加
し
て
く
る
と
、
棒
鉄
で
な
く
専
用
レ
ー
ル
の
需
要
が
出
て
き
た
。
レ
ー
ル
の
型
も
棒
鉄
か
ら
Ｕ
字
型
、
Ｈ
字
型
、
Ｔ
字

型
製
の
レ
ー
ル
が
ア
メ
リ
カ
で
発
明
さ
れ
た
。
ま
た
鉄
の
品
質
も
問
題
と
な
っ
た
。
１
８
６
７
年
頃
か
ら
ベ
ッ
セ
マ
ー
製
鋼
法
（
空
気
中
の
酸
素
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と
溶
銑
中
の
炭
素
の
結
合
燃
焼
に
よ
る
空
中
酸
素
精
錬
法
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
１
８
５
６
年
に
特
許
取
得
）
に
よ
る
炭
素
を
取
り
除
く
工
程
が
加
わ

り
鋼
鉄
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
同
じ
年
に
、
ジ
ー
メ
ン
ス
平
炉
（
溶
銑
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
入
れ
る
製
鋼
法
）
も
設
置
さ
れ
、
１
８
７
０
年

頃
に
は
生
産
が
大
幅
に
伸
び
て
い
る
。

＊
鋼
鉄
生
産：

１
８
６
７
年
２
５
５
０
ト
ン
、
１
８
７
０
年
３
４
０
０
０
ト
ン
、
１
８
７
３
年
１
２
９
０
１
５
ト
ン
。

2）

鉄
鋼
業：

鉄
の
生
産
は
、
既
に
植
民
地
時
代
か
ら
農
具
や
刃
物
な
ど
鉄
の
需
要
が
あ
り
、
同
地
に
鉄
鉱
石
鉱
山
が
あ
る
こ
と
か
ら
１
７
２
０

年
頃
か
ら
木
炭
を
使
っ
た
溶
鉱
炉
に
よ
り
行
わ
れ
て
は
い
た
。
し
か
し
、
輸
送
手
段
が
十
分
で
な
く
、
鉄
鉱
石
鉱
山
の
あ
る
場
所
の
近
く
に
溶
鉱

炉
を
設
置
し
て
銑
鉄
を
産
出
し
、
塊
鉄
を
都
市
や
交
通
の
便
の
良
い
場
所
に
運
ん
で
圧
延
・
加
工
を
行
う
よ
う
に
一
貫
体
制
は
採
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。
そ
の
後
、
輸
送
手
段
が
発
達
す
る
と
、
１
８
５
０
年
代
後
半
に
は
、
鉱
山
か
ら
鉄
鉱
石
を
輸
送
し
て
き
て
、
石
炭
の
あ
る
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ

ニ
ア
・
オ
ハ
イ
オ
辺
り
で
鉄
鋼
生
産
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
溶
鉱
炉
・
製
鋼
・
圧
延
を
同
じ
工
場
で
行
う
一
貫
生
産
体
制
を
採
る
メ
ー
カ

が
６
社
、
う
ち
１
社
は
レ
ー
ル
生
産
専
門
、
５
社
は
レ
ー
ル
も
生
産
し
て
い
る
。
鉄
道
敷
設
の
た
め
に
大
量
の
レ
ー
ル
の
継
続
的
な
生
産
の
必
要

性
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
で
鉄
鋼
業
が
発
達
し
た
。
１
８
３
７
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
レ
ー
ル
生
産
は
、
１
８
５
４
年
に
は
レ
ー
ル
生
産
能
力
は
ペ
ン
シ

ル
ヴ
ァ
ニ
ア
な
ど
の
１
６
社
で
１
５
５
０
０
０
ト
ン
に
な
っ
て
い
る
。

＊
鉄
鋼
業
を
語
る
に
は
カ
ー
ネ
ギ
ー
の
名
前
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
彼
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
13
歳
の
頃
の
１
８
４
８
年
に
移
民
し
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
鉄
道
で

働
い
て
い
た
が
、
１
８
６
４
年
頃
か
ら
、
鉄
の
需
要
が
伸
び
る
の
を
み
て
鉄
の
事
業
に
携
わ
り
、
１
８
７
３
年
に
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
に
レ
ー
ル
工
場
を
造
り
、
さ
ら
に
製
鉄

一
般
の
製
品
製
造
を
す
る
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ル
と
し
、
ま
た
鉄
鋼
に
関
連
す
る
鉱
山
・
鉄
道
な
ど
を
買
収
し
企
業
集
団
を
築
き
、
１
９
０
０
年
頃
に
は
ア
メ
リ
カ

の
鉄
鋼
生
産
の
４
分
の
１
を
占
め
て
い
た
。
彼
は
１
９
０
１
年
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ル
をU

.S
.

ス
テ
ィ
ー
ル
に
売
却
し
（
２
億
５
千
万
ド
ル
）
引
退
し
た
。
そ
の

寄
付
に
よ
り
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
ホ
ー
ル
な
ど
が
造
ら
れ
、
名
を
残
し
て
い
る
。

二
九
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三
〇

Ⅲ．

大
陸
横
断
鉄
道
・
連
邦
権
限

１．

連
邦
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ

ア
メ
リ
カ
は
イ
ギ
リ
ス
の
13
植
民
地
が
独
立
し
、
必
要
に
よ
り
連
邦
を
形
成
し
た
経
緯
か
ら
州
と
連
邦
の
権
限
問
題
が
あ
る
。
即
ち
、
州
に
主

権
が
あ
り
、
連
邦
は
州
か
ら
権
限
を
委
譲
さ
れ
た
事
項
に
関
し
て
権
限
が
あ
り
、
委
譲
し
て
い
な
い
権
限
は
州
に
あ
る
。
例
え
ば
、
州
内
の
問
題

は
州
の
権
限
で
あ
り
、
州
と
州
を
跨
る
州
際
通
商
は
連
邦
権
限
で
あ
る
。
そ
れ
を
規
定
し
た
の
が
連
邦
憲
法
で
あ
る
（
連
邦
権
限：

第
１
章
第
８

条
に
列
記
）。

会
社
法
は
50
州
そ
れ
ぞ
れ
に
制
定
さ
れ
て
お
り
、
会
社
設
立
の
認
可
は
州
の
権
限
で
あ
る
。
鉄
道
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
会
社
設
立
し
た
州

内
で
鉄
道
を
敷
設
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
た
が
、
州
を
越
え
て
事
業
を
行
う
場
合
は
、
関
係
す
る
複
数
の
州
の
認
可
を
必
要
と
す
る
。

２．

東
と
西

1）

東
部
か
ら
上
述
の
よ
う
に
エ
リ
ー
運
河
・
エ
リ
ー
湖
を
渡
り
、
ま
た
ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈
を
越
え
て
、
東
部
と
中
西
部
と
の
交
易
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
、
ミ
シ
ガ
ン
湖
南
畔
に
あ
る
シ
カ
ゴ
は
重
要
な
都
市
と
し
て
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
。
イ
リ
ノ
イ
州
は
西
に
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
、

南
に
そ
の
支
流
の
オ
ハ
イ
オ
川
が
流
れ
る
地
勢
で
あ
る
が
内
部
の
平
原
地
帯
に
は
ま
だ
入
り
難
か
っ
た
。
イ
リ
ノ
イ
州
の
ほ
ぼ
中
央
西
側
を
南
北

に
流
れ
る
イ
リ
ノ
イ
川
と
ミ
シ
ガ
ン
湖
を
接
続
す
る
イ
リ
ノ
イ
・
ミ
シ
ガ
ン
運
河
１
０
２
マ
イ
ル
の
掘
削
は
１
８
３
５
年
に
着
工
さ
れ
、
途
中
で

不
況
に
よ
り
遅
れ
た
が
１
８
４
８
年
に
完
成
し
た
。
州
内
部
の
開
発
は
鉄
道
に
よ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
１
８
５
０
年
に
は
イ
リ
ノ
イ
・
セ
ン
ト
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ラ
ルIC
鉄
道
が
後
述
の
連
邦
公
有
地
譲
与
法
に
よ
る
支
援
を
受
け
て
州
の
ほ
ぼ
中
央
東
側
を
南
部
に
向
け
て
鉄
道
建
設
を
始
め
た
。
１
８
５
２
年

に
東
部
か
ら
シ
カ
ゴ
ま
で
鉄
道
が
延
び
た
。
ま
た
同
年
に
は
Ｂ
＆
Ｏ
が
オ
ハ
イ
オ
川
岸
の
ウ
ィ
ー
リ
ン
グ
ま
で
鉄
道
を
開
通
さ
せ
て
い
る
。
さ
ら

に
１
８
５
９
年
に
シ
カ
ゴ
か
ら
西
方
の
ネ
ブ
ラ
ス
カ
準
州
オ
マ
ハ
ま
で
鉄
道
が
延
び
、
１
８
６
０
年
頃
に
は
シ
カ
ゴ
周
辺
に
鉄
道
網
が
で
き
た
。

１
８
５
０
年
か
ら
の
10
年
間
で
同
州
内
の
鉄
道
の
営
業
距
離
は
１
１
０.

５
マ
イ
ル
か
ら
２
８
６
８
マ
イ
ル
に
延
び
、
国
内
第
１
位
の
オ
ハ
イ
オ
州

に
次
ぐ
鉄
道
マ
イ
ル
と
な
っ
た
。

イ
リ
ノ
イ
州
は
鉄
道
の
敷
設
に
よ
り
人
口
が
増
加
し
、
１
８
５
０
〜
１
８
６
０
年
に
、
穀
物
に
適
し
た
黒
い
土
地
の
平
原
で
農
業
に
従
事
す
る

人
口
は
１
４
１
千
人
か
ら
２
０
１
千
人
に
、
開
墾
農
地
面
積
は
５.

０
百
万
エ
ー
カ
か
ら
１
３.

１
百
万
エ
ー
カ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
。

2）

１
８
０
３
年
ル
イ
ジ
ア
ナ
・
パ
ー
チ
ェ
ス
で
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
を
越
え
て
西
部
へ
の
道
が
拓
け
、
１
８
４
９
年
の
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
で
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
へ
の
人
の
動
き
が
急
で
、
１
８
５
０
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
が
31
番
目
の
州
と
な
り
西
部
の
人
口
が
増
え
て
も
、
中
西
部
と
太
平
洋

岸
と
の
間
は
大
平
原
が
広
が
り
、
そ
の
西
は
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
・
シ
ェ
ラ
ネ
ヴ
ァ
ダ
山
脈
な
ど
の
山
岳
地
帯
で
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
西
の
セ
ン
ト
ル
イ

ス
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ま
で
幌
馬
車
で
30
日
を
要
す
る
離
れ
た
距
離
で
あ
っ
た
。
通
信
に
つ
い
て
は
、
１
８
６
０
年
４
月
に
発
足
し
た
ポ
ニ

ー
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は
早
馬
を
乗
り
継
ぎ
10
日
で
駆
け
る
こ
と
が
で
き
た
（
し
か
し
、
間
も
な
く
電
信
の
利
用
が
始
ま
り
翌
１
８
６
１
年
11
月
に

終
了
）。
太
平
洋
岸
へ
の
鉄
道
敷
設
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

３．

大
陸
横
断
鉄
道
　
鉄
道
土
地
譲
与
政
策
・
鉄
道
建
設

1）

鉄
道
会
社
に
対
す
る
公
有
地
譲
与
は
州
と
連
邦
に
よ
る
方
法
が
あ
る
。
ま
ず
、
鉄
道
会
社
を
州
が
認
可
す
る
に
あ
た
っ
て
、
州
政
府
か
ら
の

三
一



ア
メ
リ
カ
の
連
邦
と
州
　
―
そ
の
法
制
度
・
法
と
権
限
関
係
―

三
二

援
助
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
そ
の
通
行
用
地
が
払
い
下
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
鉄
道
が
東
部
か
ら
中
西
部
に
向
か
う
に
従
い
、
鉄
道
建
設
が
難

し
く
な
っ
て
き
た
。

連
邦
で
は
１
８
５
０
年
９
月
20
日
に
公
有
地
譲
与
法
を
制
定
し
、
イ
リ
ノ
イ
・
セ
ン
ト
ラ
ルIC

鉄
道
が
イ
リ
ノ
イ
州
の
政
策
に
よ
り
シ
カ
ゴ
か

ら
州
の
南
方
へ
鉄
道
を
建
設
す
る
に
あ
た
り
、
線
路
沿
線
の
連
邦
土
地
が
イ
リ
ノ
イ
・
ア
ラ
バ
マ
・
ミ
シ
シ
ッ
ピ
各
州
に
無
償
払
い
下
げ
ら
れ
、

そ
れ
をIC

へ
条
件
付
き
で
譲
与
す
る
と
い
う
方
法
で
連
邦
の
鉄
道
支
援
が
な
さ
れ
た
。
当
時
、
リ
ン
カ
ー
ン
はIC

の
顧
問
弁
護
士
と
し
て
公
有
地

譲
受
の
実
務
を
し
た
と
い
わ
れ
る
。

2）

１
８
５
３
年
に
連
邦
陸
軍
省
が
大
陸
横
断
の
鉄
道
予
定
地
と
し
て
、
南
・
中
央
・
北
な
ど
の
５
ル
ー
ト
を
調
査
し
、
中
央
の
路
線
を
採
る
こ

と
と
し
た
。

鉄
道
技
師
ジ
ュ
ダ
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
北
部
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
か
ら
砂
金
地
帯
の
鉄
道
21
マ
イ
ル
を
造
り
、
そ
の
セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
シ
フ
ィ
ッ

クC
P

鉄
道
を
さ
ら
に
東
部
へ
延
ば
す
鉄
道
敷
設
の
た
め
の
ロ
ビ
ー
活
動
を
し
て
い
た
が
、
１
８
６
１
年
６
月
に
ビ
ッ
グ
４
と
よ
ば
れ
る
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
等
が
出
資
し
て
経
営
に
参
加
し
、
さ
ら
に
ロ
ビ
ー
活
動
を
展
開
し
た
。（
そ
の
後
ビ
ッ
グ
４
は
ジ
ュ
ダ
を
放
逐
しC

P

を
乗
っ
取
る
。）

１
８
６
２
年
７
月
１
日
に
連
邦
の
太
平
洋
鉄
道
法P

acific
R

ailroad
A

ct

を
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
が
署
名
し
、
連
邦
政
府
の
財
政
支
援
・
公
有
地

譲
与lan

d
gran

ts
of

fed
eral

lan
d

s

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
鉄
道
建
設
の
路
線
部
分
と
し
て
４
０
０
フ
ィ
ー
ト
と
線
路
周
辺
土
地
を
鉄
道

建
設
１
マ
イ
ル
あ
た
り
10
平
方
マ
イ
ル
譲
与
す
る
。
さ
ら
に
補
助
金
を
建
設
マ
イ
ル
あ
た
り
平
地
は
１
６
０
０
０
ド
ル
、
高
地
は
３
２
０
０
０
ド

ル
、
山
地
は
４
８
０
０
０
ド
ル
の
援
助
を
す
る
。
同
法
に
よ
る
公
有
地
譲
与
は
上
記
のIC

方
式
と
異
な
り
、
連
邦
か
ら
太
平
洋
鉄
道
のC

P

・U
P

各
社
に
直
接
に
な
さ
れ
る
方
式
で
あ
っ
た
。
各
社
に
線
路
建
設
を
急
ぎ
、
多
く
土
地
と
補
助
金
を
得
る
よ
う
に
競
争
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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＊
連
邦
公
有
地：

13
植
民
地
は
13
州
の
土
地
と
し
た
が
、
１
７
６
３
・
１
７
８
３
年
パ
リ
条
約
で
得
た
ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈
以
西
の
土
地
お
よ
び
１
８
０
３
年
ル
イ
ジ
ア
ナ
・

パ
ー
チ
ェ
ス
以
降
に
取
得
し
た
土
地
は
、
連
邦
の
土
地
と
し
て
い
た
。

＊
＊
公
有
地
譲
与
の
対
象
土
地
は
、
平
原
の
何
も
な
い
、
そ
の
ま
ま
で
は
殆
ん
ど
無
価
値
の
土
地
で
あ
り
、
そ
れ
を
線
路
用
と
そ
の
周
辺
土
地
を
縞
状
・
背
骨
状
に
飛
び
飛

び
にch

eckerb
oard

p
attern

鉄
道
会
社
に
与
え
て
線
路
を
敷
設
さ
せ
る
。
鉄
道
会
社
が
周
辺
土
地
を
開
発
し
て
個
人
等
に
売
却
し
、
入
植
者
が
住
宅
な
ど
を
建
設
す

る
と
、
そ
の
部
分
の
価
値
が
上
が
る
。
そ
う
す
る
と
そ
の
間
に
あ
る
連
邦
土
地
も
必
然
的
に
価
値
が
付
く
こ
と
に
な
り
、
連
邦
政
府
は
何
も
し
な
い
で
殆
ん
ど
無
価
値
の

土
地
を
有
価
値
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
ま
た
鉄
道
会
社
の
土
地
独
占
も
回
避
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

１
８
６
２
年
７
月
１
日
、
ユ
ニ
オ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
クU
P

鉄
道
が
ネ
ブ
ラ
ス
カ
準
州
オ
マ
ハ
で
設
立
さ
れ
た
。

大
陸
横
断
鉄
道
ゲ
ー
ジ
は
Ｂ
＆
Ｏ
が
採
用
し
て
い
た
規
格
の
４
フ
ィ
ー
ト
８.

５
イ
ン
チ
に
決
定
さ
れ
た
。

C
P

は
１
８
６
３
年
１
月
８
日
に
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
か
ら
大
陸
横
断
鉄
道
建
設
を
開
始
し
、
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
の
頃
に
移
民
し
て
い
た
中
国
人

な
ど
６
０
０
０
人
以
上
を
建
設
労
働
者
と
し
て
使
っ
て
工
事
を
始
め
、
間
も
な
く
シ
ェ
ラ
ネ
ヴ
ァ
ダ
山
脈
の
山
岳
地
帯
に
差
し
掛
か
り
工
事
は
難

航
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
爆
発
物
（
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
）
が
使
用
さ
れ
、
事
故
も
増
え
た
。
１
８
６
７
年
末
に
山
脈
の
峠
を
越
え
、
１
８
６

９
年
５
月
10
日
の
ユ
タ
準
州
の
接
続
地
点
ま
で
７
４
２
マ
イ
ル
（1,194km

）
の
線
路
を
敷
設
し
た
。

U
P

は
１
８
６
４
年
12
月
に
オ
マ
ハ
か
ら
路
床
工
事
を
始
め
、
１
８
６
５
年
７
月
10
日
に
レ
ー
ル
据
付
け
を
開
始
し
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移

民
、
南
北
戦
争
帰
還
兵
、
モ
ル
モ
ン
教
徒
な
ど
を
建
設
労
働
者
と
し
て
使
い
、
ス
ー
族
の
襲
撃
と
闘
い
な
が
ら
、
工
事
を
進
め
、
接
続
地
点
ま
で

１
０
３
８
マ
イ
ル
（1,670km

）
の
線
路
を
敷
設
し
た
。

東
西
か
ら
工
事
を
進
め
て
き
た
大
陸
横
断
鉄
道
の
接
続
は
、
両
社
の
１
８
６
９
年
４
月
会
談
に
よ
り
同
年
５
月
10
日
に
ユ
タ
準
州
プ
ロ
モ
ン
ト

リ
ー
（
ソ
ル
ト
ト
レ
イ
ク
・
シ
テ
ィ
ー
北
の
オ
グ
デ
ン
の
西
方
向
）
と
さ
れ
た
。
鉄
道
の
全
長
１
７
５
６
マ
イ
ル
（2

,8
2

6
k

m

）
で
あ
る
。（
右

三
三



ア
メ
リ
カ
の
連
邦
と
州
　
―
そ
の
法
制
度
・
法
と
権
限
関
係
―

三
四

記
の
よ
う
に
各
社
の
工
事
距
離
を
合
計
す
る
と
24
マ
イ
ル
（3

8
k

m

）
上
回
る
。
工
事
距
離
に
対
し
て
補
助
金
が
出
る
こ
と
か
ら
、
各
社
が
多
め

に
申
請
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
結
果
的
に
は
こ
の
差
で
あ
っ
た
。）

大
陸
横
断
鉄
道
接
続
当
日
に
、
現
地
で
、
接
続
レ
ー
ル
の
止
め
釘
と
し
て
金
・
銀
の
犬
釘
が
両
者
の
代
表
者
た
ち
に
よ
り
打
ち
込
ま
れ
た
。

（
釘
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
産
の
金
製
で
、
式
典
後
に
抜
か
れ
、
現
在
は
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。）
待
機
し
て
い
た
両

社
の
機
関
車
―C

P

の
ジ
ュ
ピ
タ
ー
号
とU

P

の
１
１
９
号
が
接
近
し
、
機
関
車
前
面
の
カ
ウ
・
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
（
排
障
器
）
を
接
触
さ
せ
て
、
記

念
撮
影
が
な
さ
れ
た
。

3）

そ
の
後
、
大
陸
横
断
鉄
道
と
し
て
１
８
０
０
年
代
後
半
に
４
ル
ー
ト
が
開
通
し
た
。

・
ノ
ー
ザ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
クN

P

鉄
道：
北
ル
ー
ト
で
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
ド
ル
ー
ス
か
ら
南
ダ
コ
タ
州
を
経
て
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
へ

１
８
８
３
年
に
開
通
。

・
サ
ザ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
クS

P

鉄
道：

C
P

は
１
８
７
０
年
に
サ
ザ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
クS

P

鉄
道
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
南
の
サ
ン
ノ
ゼ
か
ら
南

へ
の
路
線
の
鉄
道
）
を
買
収
し
て
社
名
をS

P

と
し
、
西
海
岸
線
の
北
の
シ
ア
ト
ル
か
ら
南
の
サ
ン
デ
ィ
ア
ゴ
間
の
鉄
道
を
所
有
し
、
さ
ら
に
メ

キ
シ
コ
と
の
国
境
線
に
沿
っ
て
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
ま
で
に
あ
る
各
鉄
道
会
社
を
買
収
し
な
が
ら
、
西
か
ら
東
へ
１
８
８
３
年
に
全
通
。

・
サ
ン
タ
フ
ェS

F

鉄
道：

カ
ン
ザ
ス
州
か
ら
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
サ
ン
タ
フ
ェ
街
道
を
経
て
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
へ
１
８
８
５
年
に
開
通
。

・
グ
レ
ー
ト
・
ノ
ー
ザ
ンG

N

鉄
道：

ミ
ネ
ソ
タ
州
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
か
らN

P
鉄
道
の
北
を
カ
ナ
ダ
の
国
境
線
に
近
い
ル
ー
ト
で
ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ

ア
ト
ル
へ
１
８
９
３
年
に
開
通
。
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Ⅳ．

戦
争
・
世
界
大
恐
慌
の
時
代
と
鉄
道

１．

南
北
戦
争
（
１
８
６
１
年
２
月
〜
１
８
６
５
年
）

1）

１
８
５
０
〜
１
８
６
０
年
は
鉄
道
が
急
速
に
発
展
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
鉄
道
マ
イ
ル
数
は
８
５
８
９
マ
イ
ル
（
北
部
は
６
５
０
９
・
南
部

２
０
８
０
）
か
ら
３
０
５
９
９
マ
イ
ル
（
北
部
２
１
４
３
２
・
南
部
９
１
６
７
）
へ
と
３.

６
倍
（
北
部
３.

３
・
南
部
４.

４
）
に
延
び
た
。
南
部

は
綿
花
な
ど
の
農
業
で
、
鉄
道
は
綿
花
の
積
み
出
し
に
役
割
を
果
た
し
た
。
南
部
の
鉄
道
ゲ
ー
ジ
の
多
く
は
５
フ
ィ
ー
ト
で
、
主
要
路
線
は
５
つ

あ
っ
た
が
、
南
部
と
北
部
が
接
続
し
た
の
は
オ
ハ
イ
オ
川
に
ル
イ
ビ
ル
で
鉄
橋
が
か
け
ら
れ
た
１
８
７
０
年
で
あ
っ
た
。

2）

１
８
６
１
年
２
月
、
南
部
７
州
が
奴
隷
制
を
巡
り
、
連
邦
を
離
脱
し
て
ア
メ
リ
カ
連
合C

on
fed

erate
S

tates
of

A
m

erica:
C

S
A

を
宣
言
し

大
統
領
を
選
出
し
た
（
そ
の
後
４
州
が
加
盟
し
11
州
と
な
り
９
０
０
万
人
、
連
邦
は
23
州
２
２
０
０
万
人
。）。
南
北
戦
争
で
は
武
器
・
兵
隊
の
輸

送
な
ど
に
鉄
道
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
南
部
は
北
部
に
劣
り
、
ま
た
鉄
道
破
壊
作
戦
に
遇
う
と
南
部
は
鉄
道
の
修
復
能
力
が
な
か
っ
た
。

２．

世
界
第
一
次
大
戦
（
１
９
１
４
年
７
月
28
日
〜
１
９
１
８
年
11
月
11
日
・
１
９
１
９
年
６
月
28
日
）

1）

当
初
ア
メ
リ
カ
は
局
外
中
立
を
宣
言
し
て
い
た
が
、
１
９
１
７
年
４
月
に
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
し
た
。
軍
需
物
資
輸
送
の
貨
車
が
、
民
営
鉄

道
を
利
用
す
る
た
め
に
各
社
間
の
鉄
道
を
ス
ム
ー
ズ
に
通
過
で
き
ず
各
地
で
止
ま
っ
た
ま
ま
に
な
る
の
が
多
か
っ
た
。
同
年
12
月
、
す
べ
て
の
鉄

道
を
連
邦
鉄
道
管
理
機
構U

.S
.

R
ailroad

A
d

m
in

istration
:

U
S

R
A

の
管
理
下
に
置
き
、
列
車
の
運
行
は
も
と
よ
り
、
労
働
条
件
も
統
制
し
、
終

戦
後
の
１
９
２
０
年
３
月
１
日
にU

S
R

A

は
廃
止
さ
れ
た
。

三
五



ア
メ
リ
カ
の
連
邦
と
州
　
―
そ
の
法
制
度
・
法
と
権
限
関
係
―

三
六

鉄
道
の
輸
送
能
力
を
超
え
る
軍
事
輸
送
は
ト
ラ
ッ
ク
が
運
び
始
め
た
。

2）

鉄
道
は
以
前
の
民
営
に
戻
さ
れ
た
が
、
戦
時
中
の
鉄
道
酷
使
で
車
両
な
ど
か
な
り
傷
ん
で
お
り
、
収
益
は
１
９
２
３
年
頃
の
景
気
回
復
で
漸
く

上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。

電
機
・
自
動
車
産
業
が
発
展
す
る
に
伴
い
、
関
連
産
業
間
の
原
材
料
・
部
品
の
輸
送
は
小
廻
り
の
利
く
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

・
１
９
０
３
年
に
設
立
さ
れ
たF

ord

社
が
１
９
０
８
年
に
発
売
し
た
Ｔ
型
モ
デ
ル
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ヴ
ェ
ヤ
ー
使
用
の
分
業
に
よ
る
流
れ
作
業
の
生

産
体
制
で
、
価
格
は
１
９
０
９
年
９
５
０
ド
ル
、
１
９
１
６
年
３
４
５
ド
ル
、
１
９
２
４
年
２
９
０
ド
ル
、
１
９
２
５
年
２
６
０
ド
ル
と
引
き
下

げ
、
生
産
台
数
は
１
９
１
５
年
２
５
０
万
台
、
１
９
２
０
年
９
０
０
万
台
、
１
９
２
５
年
２
０
０
０
万
台
と
伸
び
、
大
衆
車
と
し
て
50
％
の
普
及

率
を
示
し
た
。

１
９
２
７
年
頃
に
は
中
古
車
購
入
が
増
え
、
Ｔ
型
モ
デ
ル
の
販
売
が
伸
び
ず
生
産
中
止
し
た
（
Ｔ
型
発
売
以
来
１
５
４
５
８
７
８
１
台
販
売
さ

れ
た
。
10
万
人
労
働
者
が
失
業
し
た
。）。

・
１
９
０
８
年
に
設
立
さ
れ
たG

M

社
は
、O

ld
sm

ob
ile

社
（
１
９
０
１
年
設
立
）
・B

u
ick

社
（
１
９
０
４
年
改
組
設
立
）
・C

ad
illac

社
（
１

９
０
４
年
改
組
設
立
）
な
ど
を
合
併
し
な
が
ら
大
会
社
と
な
り
、
フ
ォ
ー
ド
社
が
黒
塗
り
８
車
種
、
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
な
し
、
現
金
払
い
で
あ
っ

た
の
と
は
対
照
的
に
、G

M

は
豪
華
な
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
か
ら
シ
ヴ
ォ
レ
ー
の
大
衆
車
ま
で
車
種
を
揃
え
、
多
彩
な
塗
装
、
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
を
し

て
買
い
替
え
の
気
を
惹
き
、
割
賦
払
い
を
認
め
る
方
針
で
売
上
げ
を
伸
ば
し
、
フ
ォ
ー
ド
社
の
シ
ェ
ア
ー
を
55
％
か
ら
１
９
２
７
年
に
は
25
％
へ

と
落
と
さ
せ
、
１
９
３
１
年
に
は
フ
ォ
ー
ド
社
を
追
い
抜
き
、
販
売
台
数
は
世
界
首
位
と
な
っ
た
。（
２
０
０
８
年
に
販
売
台
数
で
ト
ヨ
タ
が
抜
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い
た
。）

１
９
２
９
年
頃
に
は
ア
メ
リ
カ
の
新
車
販
売
の
80
％
をG

M

、
フ
ォ
ー
ド
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
３
社
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
ア
メ
リ
カ
生

産
台
数
５
３
０
万
台
、
以
降
１
９
４
９
年
ま
で
生
産
減
。）

１
９
３
１
年
頃
に
は
ア
メ
リ
カ
国
内
の
舗
装
道
路
が
83
万
マ
イ
ル
（133.5

万K
m

）
と
な
っ
た
。

１
９
４
６
年
、
軍
用
生
産
終
了
に
伴
い
民
用
ジ
ー
プC

J：
C

ivilian
Jeep

発
売
。

３．

世
界
大
恐
慌
（
１
９
２
９
年
10
月
24
日
〜
１
９
３
３
年
３
月
４
日
・
１
９
３
９
年
）

1）

ウ
ォ
ー
ル
街
の
株
価
暴
落
に
始
ま
り
世
界
的
に
大
恐
慌
が
始
ま
っ
た
。
鉄
道
は
貨
物
が
減
少
し
、
経
営
が
行
き
詰
ま
る
鉄
道
も
多
く
、
当
時
、

相
互
乗
り
入
れ
を
し
て
い
た
鉄
道
に
と
っ
て
、
倒
産
鉄
道
の
レ
ー
ル
が
剥
が
れ
る
の
は
経
営
的
に
も
大
問
題
で
あ
っ
た
。

2）

１
９
３
３
年
６
月
に
成
立
し
た
全
国
産
業
復
興
法N

IR
A
：

N
ation

al
In

d
u

strial
R

ecovery
A

ct

を
核
と
し
て
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
が
採

ら
れ
た
。
な
お
、N

IR
A

は
、
１
９
３
５
年
５
月
に
連
邦
最
高
裁
判
所
が
、
議
会
の
権
限
を
不
当
に
行
政
府
に
委
ね
て
い
る
と
し
て
違
憲
の
判
決

を
し
た
た
め
に
終
了
し
た
。
そ
の
他
様
々
な
法
律
を
制
定
す
る
な
ど
し
て
政
策
が
実
行
さ
れ
た
が
、
１
９
３
９
年
年
頭
教
書
で
、
ア
ジ
ア
・
欧
州

で
の
戦
争
の
動
き
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
改
革
政
策
の
停
止
を
明
ら
か
に
し
た
。

４．

世
界
第
二
次
大
戦
（
１
９
３
９
年
９
月
３
日
〜
１
９
４
５
年
９
月
２
日
・
１
９
５
１
年
９
月
８
日
）

1）

ア
メ
リ
カ
が
世
界
第
二
次
大
戦
に
実
質
的
に
参
戦
し
た
の
は
、
１
９
４
１
年
８
月
に
チ
ャ
ー
チ
ル
と
大
西
洋
憲
章
を
発
表
し
た
後
、
ド
イ
ツ

三
七



ア
メ
リ
カ
の
連
邦
と
州
　
―
そ
の
法
制
度
・
法
と
権
限
関
係
―

三
八

潜
水
艦
に
対
す
る
攻
撃
を
行
っ
た
同
年
９
月
で
あ
っ
た
が
、
参
戦
を
宣
言
し
た
の
は
真
珠
湾
攻
撃
（
１
９
４
１
年
12
月
７
日
ア
メ
リ
カ
時
間
）
の

翌
日
で
あ
っ
た
。
鉄
道
は
ま
た
貨
物
・
軍
人
の
輸
送
に
駆
り
出
さ
れ
た
。

大
戦
中
は
南
部
か
ら
１
０
０
万
人
超
の
黒
人
が
北
部
な
ど
の
軍
需
産
業
に
徴
用
さ
れ
た
た
め
、
連
邦
政
府
と
メ
キ
シ
コ
政
府
で
合
意
し
た
ブ
ラ

セ
ロ
計
画
に
よ
り
メ
キ
シ
コ
人
１
７
０
万
人
が
南
部
の
農
業
や
鉄
道
に
労
働
者
と
し
て
入
っ
た
。

2）

１
９
４
４
年
に
連
邦
助
成
高
速
道
路
法F

ed
eral

A
id

H
igh

w
ay

A
ct

が
制
定
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
ト
道
路
が
東
西
・
南
北
に
建
設
さ

れ
た
。
戦
後
は
、
道
路
・
橋
・
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
な
さ
れ
、
自
動
車
業
界
は
ガ
ソ
リ
ン
・
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
の
使
用
制
限
が
な
く
な

り
回
復
し
、
ま
た
連
邦
政
府
か
ら
の
空
港
へ
の
投
資
が
あ
り
、
軍
用
機
技
術
の
利
用
を
認
め
ら
れ
、
航
空
機
の
民
間
航
空
へ
の
復
帰
な
ど
に
よ
り

航
空
業
界
が
発
展
し
た
。

鉄
道
の
輸
送
量
の
比
率
が
減
少
し
続
け
て
い
る
。（D

oyle
R

ep
ort,p

.61,p
.216,

野
田p

.15,16

）

都
市
間
旅
客
輸
送
シ
ェ
ア
ー
推
移
（
１
９
４
６
〜
１
９
５
９
年
）
単
位
％

年
度
　
　
　
鉄
道
　
　
　
　
バ
ス

航
空
　
　
　
内
陸
水
路
　
　
　
自
家
用
車

１
９
４
６
　
　
１
８.

７
　
　
　
７.

６
　
　
　
１.

７
　
　
　
０.
６
　
　
　
　
　
７
１.

４

５
２
　
　
　
６.

０
　
　
　
５.

０
　
　
　
２.

６
　
　
　
０.

２
　
　
　
　
　
８
６.

２

５
６
　
　
　
４.

１
　
　
　
３.

６
　
　
　
３.

６
　
　
　
０.

３
　
　
　
　
　
８
８.

４

５
９
　
　
　
３.

０
　
　
　
２.

７
　
　
　
３.

９
　
　
　
０.

３
　
　
　
　
　
９
０.

１
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都
市
間
貨
物
輸
送
シ
ェ
ア
ー
推
移
（
１
９
４
６
〜
１
９
５
９
年
）
単
位
％

年
度
　
　
　
鉄
道
　
　
　
ト
ラ
ッ
ク

内
陸
水
路
　
　
　
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
　
　
航
空

１
９
４
６
　
　
６
６.

６
　
　
　
９.

１
　
　
　
１
３.

７
　
　
　
１
０.

６
　
　
　
　
　
　
こ
の
間
は

５
２
　
　
５
４.

５
　
　
１
７.

０
　
　
　
１
４.

７
　
　
　
１
３.

８
　
　
　
　
　
　
０.

０
４
以
下

５
６
　
　
４
８.
２
　
　
１
８.

７
　
　
　
１
６.

２
　
　
　
１
６.

９
　
　
　
　
　
　
省
略

５
９
　
　
４
５.

０
　
　
２
２.

３
　
　
　
１
５.

２
　
　
　
１
７.

５

Ⅴ．

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
鉄
道

１．

鉄
道
の
相
対
的
衰
退

1）

上
述
の
よ
う
に
旅
客
輸
送
に
お
い
て
自
家
用
車
が
90
％
を
占
め
、
残
り
の
10
％
を
鉄
道
・
バ
ス
・
航
空
・
内
陸
水
路
の
輸
送
機
関
が
分
け
合

う
状
態
で
、
鉄
道
の
輸
送
量
が
相
対
的
に
減
少
し
た
。
貨
物
輸
送
に
お
い
て
鉄
道
は
ト
ラ
ッ
ク
に
輸
送
を
奪
わ
れ
始
め
て
い
る
。
小
回
り
の
利
く

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
進
出
に
よ
り
、
例
え
ば
、
引
き
込
み
線
を
有
す
る
工
場
の
割
合
が
、
以
前
の
63
％
か
ら
１
９
４
５
〜
５
６
年
に
は
40
％
に
下
が

っ
て
い
る
。（H
oover,A

n
atom

y
of

a
M

etrop
olis,1958

）

都
市
に
お
け
る
住
人
の
住
居
の
郊
外
化
が
自
家
用
車
の
必
要
性
を
生
じ
さ
せ
た
。
ま
た
逆
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
よ
う
な

大
都
市
で
道
路
が
混
雑
す
る
所
で
は
、
通
勤
時
に
だ
け
鉄
道
を
利
用
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
鉄
道
会
社
に
と
っ
て
は
出
退
勤
時
対
応
の
た
め
に
車

三
九



ア
メ
リ
カ
の
連
邦
と
州
　
―
そ
の
法
制
度
・
法
と
権
限
関
係
―

四
〇

両
・
人
員
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
コ
ス
ト
増
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。

2）

連
邦
は
、
１
９
５
６
年
に
上
述
の
１
９
４
４
年
連
邦
補
助
高
速
道
路
法F

ed
eral

A
id

H
igh

w
ay

A
ct

に
基
づ
き
州
際
国
防
ハ
イ
ウ
ェ
イ
・
シ

ス
テ
ム
計
画
を
策
定
し
、
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
ト
道
路
の
建
設
に
資
金
を
支
出
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
鉄
道
に
対
し
て
は
、
１
９
５
７
〜
５
８
年
恐

慌
で
鉄
道
会
社
の
破
産
の
恐
れ
が
出
て
き
た
た
め
に
、
１
９
５
８
年
に
運
輸
法T

ran
sp

ortation
A

ct

を
制
定
し
、
通
勤
列
車
の
廃
止
認
可
権
限

を
州
規
制
委
員
会
か
ら
連
邦
の
州
際
通
商
委
員
会IC

C
:

In
terstate

C
om

m
erce

C
om

m
ission

に
移
管
し
た
も
の
の
、
事
業
税
な
ど
は
対
策
不

十
分
で
あ
っ
た
。
同
法
制
定
後
、
同
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ルN

Y
C

鉄
道
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
と
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
結
ぶ
通
勤
線
の
廃

止
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
鉄
道
も
オ
フ
ピ
ー
ク
時
に
サ
ー
ビ
ス
廃
止
を
し
た
。
ま
た
シ
カ
ゴ
で
は
シ
カ
ゴ
・
ノ
ー
ス
シ
ョ
ア
＆
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー

鉄
道
が
営
業
の
全
面
廃
止
を
申
請
す
る
な
ど
各
地
で
路
線
・
サ
ー
ビ
ス
が
廃
止
さ
れ
た
。
１
９
６
１
年
７
月
、
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
ン
鉄
道
（N

Y

〜
ボ

ス
ト
ン
）
が
倒
産
し
、
１
９
７
０
年
６
月
、
ペ
ン
・
セ
ン
ト
ラ
ル
鉄
道
が
倒
産
し
た
。

２．

ア
ム
ト
ラ
ッ
ク
・
コ
ン
レ
ー
ル
　
　
連
邦
政
府
の
鉄
道
救
済
・
公
社
化

1）

ア
ム
ト
ラ
ッ
ク：

１
９
７
０
年
10
月
30
日
、
鉄
道
旅
客
輸
送
法N

ation
al

R
ail

P
assen

ger
S

ervice
A

ct

が
制
定
さ
れ
、
翌
年
３
月
30
日
に

ア
ム
ト
ラ
ッ
ク
・
全
米
旅
客
鉄
道
公
社A

m
trak:

N
ation

al
R

ailroad
P

assen
ger

C
orp

oration

が
設
立
さ
れ
、
５
月
１
日
に
営
業
開
始
し
た
。

そ
の
設
立
時
に
は
、
破
産
・
破
産
寸
前
の
鉄
道
会
社
の
路
線
２
３
０
０
０
マ
イ
ル
（3

7
,0

0
0

k
m

）
・
機
関
車
３
２
６
両
・
車
両
１
２
７
５
両
な

ど
を
引
き
継
い
だ
が
、
い
ず
れ
も
老
朽
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
連
邦
政
府
か
ら
の
助
成
金
（
年
あ
た
り
約
６
〜
８
億
ド
ル
、
１
９
７
１
〜
８
５

年
の
15
年
間
の
計
、
約
１
１
０
億
ド
ル
）
を
得
て
、
営
業
収
支
改
善
を
し
て
き
た
が
、
１
９
８
５
年
２
月
に
、
連
邦
運
輸
省
か
ら
の
連
邦
助
成
金



西
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削
減
の
政
策
変
更
が
発
表
さ
れ
連
邦
議
会
内
外
で
大
問
題
と
な
っ
た
。
１
９
９
１
年
度
以
降
は
ま
た
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
国
内
航
空
・
バ
ス

な
ど
と
の
競
争
を
し
な
が
ら
、
ア
ム
ト
ラ
ッ
ク
は
ボ
ス
ト
ン
〜
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
〜
ワ
シ
ン
ト
ンD

.C
.

の
自
社
線
で
毎
日
１
本
運
行
（
ア
セ
ラ
・
エ

ク
ス
プ
レ
ス
号＊
）
す
る
ほ
か
、
他
は
他
社
の
路
線
を
借
用
し
て
、
シ
カ
ゴ
〜
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
エ
メ
リ
ー
ビ
ル
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ゼ
フ
ァ

ー
号Z

ep
h

yr

西
風
）
・
シ
カ
ゴ
〜
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
（
シ
テ
ィ
ー
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
号
）
・
シ
カ
ゴ
〜
シ
ア
ト
ル
（
エ
ン
パ
イ

ア
・
ビ
ル
ダ
ー
号
）
・
シ
カ
ゴ
〜
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
（
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ス
ト
・
チ
ー
フ
号
）
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
〜
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
（
ク
レ
セ
ン

ト
号
）
・
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
〜
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
（
サ
ン
セ
ッ
ト
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
号
）
な
ど
の
長
距
離
路
線
や
短
距
離
路
線
の
運
行
、
ま

た
カ
ナ
ダ
と
の
間
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
〜
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
、
オ
レ
ゴ
ン
・
ユ
ー
ジ
ン
〜
ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
も
毎
日
運
行
し
て
い
る
。

＊
ア
セ
ラ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は
２
０
０
０
年
12
月
11
日
か
ら
運
行
開
始
し
、
ボ
ス
ト
ン
〜
ワ
シ
ン
ト
ンD

.C
.

４
５
６
マ
イ
ル
（7

3
4

k
m

）
を
６
時
間
36
分
（
最
高
時
速
１
５

０
マ
イ
ル
・241km

、
平
均
86
マ
イ
ル
・138

km
）
で
走
り
、
乗
車
人
数
は
１
日
あ
た
り
８
８
０
０
人
、
年
間
３
２
０
万
人
（
２
０
０
７
年
）
で
増
加
傾
向
に
あ
る
。N

Y

〜D
C

メ
ト
ロ
ラ
イ
ナ
ー
は
２
０
０
６
年
10
月
27
日
に
廃
止
。

2）

コ
ン
レ
ー
ル：

貨
物
に
つ
い
て
、
１
９
７
３
年
に
北
東
・
中
西
部
17
州
・
ワ
シ
ン
ト
ンD

.C
.

を
鉄
道
再
編
成
対
象
と
し
て
地
域
鉄
道
再
編
成

法R
egion

al
R

ail
R

eorgan
ization

A
ct

が
制
定
さ
れ
、
１
９
７
６
年
４
月
に
コ
ン
レ
ー
ル
・
統
合
鉄
道
公
社

C
on

rail:
C

on
solid

ated
R

ail

C
orp

oration

を
設
立
し
て
（
政
府
の
株
式
所
有
85
％
）、
破
産
し
た
ペ
ン
・
セ
ン
ト
ラ
ル
鉄
道
な
ど
６
鉄
道
会
社
を
統
合
し
、
成
果
を
上
げ
て
き

た
が
、
こ
れ
も
１
９
８
５
年
２
月
に
連
邦
運
輸
省
が
他
の
民
間
会
社
へ
の
売
却
提
案
を
し
て
大
問
題
と
な
っ
た
。
１
９
９
７
年
に
は
コ
ン
レ
ー
ル

買
収
合
戦
が
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
・
サ
ザ
ンN

S

鉄
道
とC

S
X

＊
の
間
で
展
開
さ
れ
、
結
局
は
両
社
に
分
割
吸
収
さ
れ
た
。
即
ち
、
コ
ン
レ
ー
ル
資
産
の

52
％
をN
S

、
48
％
をC

S
X

が
購
入
す
る
こ
と
で
合
意
し
、
１
９
９
７
年
６
月
23
日
に
陸
上
交
通
委
員
会S

u
rface

T
ran

sp
ortation

B
oard

に
申

請
し
、
翌
年
６
月
６
日
に
認
可
さ
れ
、
同
年
８
月
22
日
に
施
行
さ
れ
た
。

四
一
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四
二

＊C
S

X
はC

S
X

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
テ
シ
ョ
ン
鉄
道
で
、
チ
ェ
ル
シ
ー
・
シ
ス
テ
ム
と
シ
ー
ボ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
鉄
道
が
１
９
８
６
年
６
月
１
日
に
合
併
し
た
会
社
で
あ
り
、
両

社
の
頭
文
字
Ｃ
と
Ｓ
に
増
加
の
意
味
の
Ｘ
を
付
け
て
新
社
名
と
し
て
い
る
。
親
会
社
は
１
９
８
０
年
設
立
のC

S
X

コ
ー
ポ
レ
シ
ョ
ン
で
本
社
は
フ
ロ
リ
ダ
州
ジ
ャ
ク
ソ
ン

ビ
ル
に
あ
る
。

チ
ェ
ル
シ
ー
・
シ
ス
テ
ム
は
、
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
＆
オ
ハ
イ
オ
・
シ
カ
ゴ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
　B

&
O

C
T

鉄
道
と
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
メ
リ
ー
ラ
ン
ドW

M

鉄
道
の
２
社
に
、
１
９

８
７
年
に
吸
収
し
た
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
＆
オ
ハ
イ
オ
Ｂ
＆
Ｏ
鉄
道
、
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
＆
オ
ハ
イ
オC

&
O

鉄
道
の
４
社
が
統
合
し
た
会
社
。

シ
ー
ボ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
は
、
シ
ー
ボ
ー
ド
・
コ
ー
ス
ト
・
ラ
イ
ンS

C
L

鉄
道
、
ル
イ
ビ
ル
＆
ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ルL

&
N

鉄
道
が
１
９
８
２
年
に
統
合
し
た
会
社
。

３．

鉄
道
会
社

1）

ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
は
私
企
業
で
あ
る
た
め
に
激
し
い
競
争
に
曝
さ
れ
、
統
合
が
な
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
上
述
の
コ
ン
レ
ー
ル
の
分
割
吸

収
、
イ
リ
ノ
イ
・
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ガ
ル
フ
鉄
道
は
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
鉄
道
（
旧
カ
ナ
ダ
国
有
鉄
道
）
に
買
収
さ
れ
、
ま
た
大
陸
横
断

鉄
道
建
設
に
役
割
を
果
た
し
た
セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
クC

P

鉄
道
と
ユ
ニ
オ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
クU

P

鉄
道
の
両
社
に
つ
い
て
み
る
と
、C

P

は
１
８
７
０
年
に
サ
ザ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
クS

P

鉄
道
を
買
収
し
て
社
名
をS

P

と
変
更
し
た
。U

P

は
１
８
６
２
年
に
設
立
さ
れ
た
後
、
１
８
７
２

年
と
１
８
９
３
年
に
倒
産
し
て
更
生
、
１
９
０
１
年
に
サ
ザ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
クS

P

と
合
併
し
た
が
、
１
９
１
３
年
に
連
邦
最
高
裁
判
所
か
ら
経

営
権
切
り
離
し
の
判
決
を
受
け
る
な
ど
、
盛
衰
が
激
し
い
歴
史
が
あ
る
。

2）

ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
会
社
は
主
に
売
上
高
に
よ
り
１
級
〜
３
級
鉄
道
に
区
分
さ
れ
る
。（
２
０
０
７
年
統
計
）

１
級
鉄
道
７
社
　
（
売
上
高
３
億
５
９
６
０
万
ド
ル
超
）

営
業
マ
イ
ル

ユ
ニ
オ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
クU

P

鉄
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
２
０
５

B
N

S
F

鉄
道
（
旧
バ
ー
リ
ン
ト
ン
・
ノ
ー
ザ
ン
・
サ
ン
タ
フ
ェ
鉄
道
）

３
２
０
９
４
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C
S

X

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
テ
シ
ョ
ンC

S
X

T

鉄
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
１
０
５
４

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
・
サ
ザ
ンN

S

鉄
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
５
８
９

グ
ラ
ン
ド
・
ト
ラ
ン
クG

T

社
（
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
鉄
道
の
子
会
社
）

６
７
３
８

ス
ー
・
ラ
イ
ンS

L

鉄
道
（
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄
道
の
子
会
社
）

３
２
６
７

カ
ン
ザ
ス
・
シ
テ
ィ
・
サ
ザ
ンK

C
S

鉄
道
　

３
１
５
１

計
１
１
９
０
９
８

２
級
鉄
道
（
地
域
鉄
道
）

３
３
社
（
売
上
高
４
０
０
０
万
ド
ル
以
上
）

１
９
９
１
７

３
級
鉄
道
（
地
方
鉄
道
）
３
２
４
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
４
０
３
９

入
換
専
業
鉄
道
　
　
　
　
１
９
９
社
（
他
社
線
連
絡
輸
送
・
入
換
専
門
）

７
０
９
１

分
類
不
明
　
　
　
　
　
　
　
５
４
社

お
わ
り
に

ア
メ
リ
カ
の
連
邦
と
州
の
権
限
関
係
は
、
様
々
な
局
面
に
現
わ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
法
を
学
ぶ
場
合
の
必
須
の
前
提
と
し
て
、
連
邦
と
州
の
関
係
の

理
解
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
格
式
張
ら
ず
に
、
馴
染
み
の
あ
る
二
つ
の
歴
史
的
な
具
体
例
を
掲
げ
て
連
邦
と
州
と
の
関
係
を
み
て

み
た
。
連
邦
と
州
の
権
限
が
具
体
例
で
は
絡
み
合
っ
て
い
る
よ
う
に
現
わ
れ
る
が
、
連
邦
憲
法
の
規
定
に
立
ち
戻
っ
て
改
め
て
考
え
直
し
て
み
る
と
、

そ
の
基
準
に
よ
っ
て
両
者
の
分
担
関
係
が
理
解
で
き
る
。

四
三



ア
メ
リ
カ
の
連
邦
と
州
　
―
そ
の
法
制
度
・
法
と
権
限
関
係
―

四
四

（
付
記
）

こ
の
古
稀
記
念
論
文
集
に
、
多
忙
の
中
で
寄
稿
し
て
戴
い
た
同
僚
の
教
授
諸
氏
に
感
謝
す
る
。
ま
た
拙
稿
を
掲
載
し
て
も
ら
う
最
後
の
機
会
を
得
た
こ
と
を

幸
い
に
思
う
。

（
参
考
文
献
）

適
宜
参
照
し
た
が
、
本
文
中
に
は
個
別
の
注
表
記
は
し
な
か
っ
た
。

近
藤
喜
代
太
郎
『
ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
史
―S

L

が
つ
く
っ
た
国
』（
成
山
堂
書
店
２
０
０
７
）

野
田
秋
雄
『
ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
政
策
』（
中
央
経
済
社
１
９
９
９
）

小
澤
治
郎
『
ア
メ
リ
カ
鉄
道
業
の
生
成
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
１
９
９
１
）

生
田
保
夫
『
ア
メ
リ
カ
国
民
経
済
の
生
成
と
鉄
道
建
設
―
ア
メ
リ
カ
鉄
道
経
済
の
成
立
』（
泉
水
堂
１
９
８
０
）

高
畠
潔
『
イ
ギ
リ
ス
の
鉄
道
の
は
な
し
―
美
し
き
蒸
気
機
関
車
の
時
代
』（
成
山
堂
書
店
２
０
０
４
）

高
畠
潔
『
続
イ
ギ
リ
ス
の
鉄
道
の
は
な
し
―
蒸
気
機
関
車
と
文
化
』（
成
山
堂
書
店
２
０
０
５
）

日
本
交
通
法
学
会
『
鉄
道
事
故
を
め
ぐ
っ
て
』（
交
通
法
研
究
３
７
号
）（
有
斐
閣
２
０
０
９
）

青
木
栄
一
『
鉄
道
の
地
理
学
』（W

A
V

E

出
版
２
０
０
８
）

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
バ
リ
ー
『R

ailP
ow

er

機
関
車
の
歴
史
―
北
米
編
』（
ス
タ
ジ
オ
・
タ
ッ
ク
２
０
０
８
）

テ
レ
ビ
朝
日
編
『
世
界
の
車
窓
か
ら
―
あ
こ
が
れ
の
鉄
道
旅
行
』（
テ
レ
ビ
朝
日
２
０
０
７
）

秋
山
芳
弘
『
北
ア
メ
リ
カ
・
中
央
ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
―
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
』（
旺
文
社
２
０
０
７
）

伊
藤
公
夫
『
北
米
大
陸
　
鉄
道
４
万
キ
ロ
の
旅
』（
東
京
図
書
出
版
会
２
０
０
６
）

三
浦
幹
男
『
魅
惑
の
世
界
鉄
道
紀
行
』（
ケ
イ
エ
ム
・
プ
ラ
ニ
ン
グ
２
０
０
６
）

櫻
井
寛
『
三
大
陸
鉄
道
の
旅
』（
世
界
文
化
社
２
０
０
６
）

地
球
の
歩
き
方
編
『
北
米
大
陸
鉄
道
の
旅
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
２
０
０
５
）



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
四
二
巻
　
　
第
三
・
四
合
併
号
（
二
〇
一
〇
年
　
三
月
）

6
海
外
鉄
道
技
術
協
力
協
会
編
『
世
界
の
鉄
道
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
２
０
０
５
）

櫻
井
寛
『
世
界
一
周
！
―
大
陸
横
断
鉄
道
の
旅
』（P

H
P

研
究
所
２
０
０
５
）

三
浦
幹
男
・
杉
江
弘
『
世
界
の
駅
―
世
界
65
カ
国
３
５
０
駅
の
旅
情
』（JT

B

２
０
０
２
）

高
橋
団
吉
『
１
９
３
６
―
１
９
３
７
島
秀
雄
の
世
界
旅
行
』（
技
術
評
論
社
２
０
０
９
）

土
田
宏
『
リ
ン
カ
ン
―
神
に
な
っ
た
男
の
功
罪
』（
彩
流
社
２
０
０
９
）

小
島
英
俊
『
文
豪
た
ち
の
大
陸
横
断
鉄
道
』（
新
潮
社
２
０
０
８
）

デ
ィ
ケ
ン
ズ
『
ア
メ
リ
カ
紀
行
　
上
・
下
』（
岩
波
書
店
２
０
０
５
）

陳
舜
臣
『
天
球
は
翔
け
る
―
ア
メ
リ
カ
大
陸
横
断
鉄
道
秘
話
　
上
・
下
』（
集
英
社
２
０
０
３
）

碇
義
朗
『
超
高
速
に
挑
む
―
新
幹
線
開
発
に
賭
け
た
男
た
ち
』（
文
藝
春
秋
社
１
９
９
３
）

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ル
ー
『
ア
メ
リ
カ
　
自
由
と
変
革
の
軌
跡
』（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
２
０
０
９
）

内
田
綾
子
『
ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
現
代
史
』（
名
大
出
版
会
２
０
０
８
）

本
間
長
世
『
共
和
国
ア
メ
リ
カ
の
誕
生
―
ワ
シ
ン
ト
ン
と
建
国
の
理
念
』（N

T
T

出
版
２
０
０
６
）

本
間
長
世
『
正
義
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
―
リ
ン
カ
ー
ン
と
南
北
戦
争
の
時
代
』（N

T
T

出
版
２
０
０
４
）

紀
平
英
作
編
『
ア
メ
リ
カ
史
』（
山
川
出
版
社
１
９
９
９
）

野
村
達
朗
編
『
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
歴
史
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
１
９
９
８
）

成
瀬
他
編
『
世
界
史
総
合
図
録
』（
山
川
出
版
社
１
９
９
４
）

猿
谷
要
『
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
紀
行
』（
文
藝
春
秋
１
９
９
４
）

五
十
嵐
武
『
ア
メ
リ
カ
の
建
国
―
そ
の
栄
光
と
試
練
』（
東
大
出
版
会
１
９
８
４
）

阿
部
・
有
賀
・
本
間
・
五
十
嵐
『
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
―
伝
統
の
形
成
』（
東
大
出
版
会
１
９
８
２
）

猿
谷
要
『
西
部
開
拓
史
』（
岩
波
書
店
１
９
８
２
）

四
五


